
算数科学習指導案（３年○組）

はしたの大きさの表し方を考えよう１ 単元名

２ 考察

(1) 教材観

本単元は、学習指導要領の第３学年の内容Ａ、数と計算（５ 「小数の意味や表し方について理解できる）

ようにする」を受けて設定しており 「小数の意味や表し方について理解し、小数の加減計算ができるよう、

にすること」をねらいとしている。

児童はこれまでに、第２学年で、身の回りにあるものの長さやかさの測定活動を通して普遍単位の必要性

や有用性に気付いたり、体積や長さについての単位の意味や関係を理解してきている。また、長さや体積の

測定に関連して 「７㎝３㎜ 「２Ｌ６dＬ」などの複名数で表すことも学習している。、 」

、 、 、 、本単元では これらの既習事項を基にして 小数の意味や表し方を理解し 小数の加減計算の仕方を考え

それを適切に用いる学習をする。まず、単位量に満たない端数部分の水のかさの表し方を考える。これまで

の長さや体積の学習で、はしたが出るたびに単位を10等分して新しい単位とつくってきたことを想起し、10

等分して0.1という単位をつくることで端数部分を数値化して表すことができるよさに気付き、小数につい

。 、 、 。て知る 次に 体積の場合に用いた小数を １㎝を10等分することで長さの場合にも使うことを考えていく

また、小数を用いることで、今まで複名数で表していた長さを単名数で表すことができることを知る。そし

て、小数を整数と同じ数直線上に表して大小や順序についての関係を調べたり、10こ集まると１つ上の位に

繰り上がることを説明したりしながら、小数も整数と同じ仕組みであることに気付くことができるように学

習を進めていく。さらに、1/10の位までの小数の加減計算は、0.1を単位としてその何こ分で考えれば整数

と同じ方法でできることを図や数直線を基に表現したり、説明できるようにしたりすることで小数は整数の

十進位取り記数法を拡張していることを捉えていく。

本単元の学習では、整数で表せない端数部分の大きさを小数を用いると数値化できるよさに気付くことや

1/10の位までの小数の加減計算ができるようになるとともに、児童が端数部分の表し方や小数の仕組み、加

減計算の仕方について、既習の整数の学習を基に類推して考えていくことを重視していきたい。また、0.1

を基にしたり、整数との関連から言葉・式・図を用いて考えたり、考え方や根拠を明らかにしながら小数の

意味や仕組み、加減計算の意味や仕方について友達と伝え合ったりすることにより数学的に表現する力を段

階的に高めていけるようにする。

また、これらのこの活動を通して 「はばたく群馬の指導プラン」に示されている「数の範囲が小数に広、

げられても、位をそろえれば整数と同様に計算できるという考え方」を育てることができると考える。

(2) 児童の実態

【関心・意欲・態度】

本学級の児童にアンケート調査を行ったところ 「算数が楽しい」と回答した児童は、約77％であり、そ、

の理由として「計算が得意だから 「答えが合っているとうれしいから 「筆算が速くできるから」などを挙」 」

げている。計算などが確実にできて知識・技能がしっかりと身に付いていることを実感すると、楽しさを感

じる児童が多いことが分かる。しかし、中には 「みんなが自分の考えを分かってくれるから 「自分の考え、 」

を友達が使ってくれるから 「友達の考えが使えたとき」と答えている児童も見られた。これは、伝え合う」

活動によって、友達の考えを取り入れたり、自分の考えを見直したりして考えが深まることに楽しさを見い

。 、 、だすことができるようになってきたからであると考える しかし これらの児童はまだまだ少数であるため

互いの考えを伝え合う活動を継続して行っていく必要があると言える。

また、本単元で学習する小数について全員の児童が何らかの形で見たり聞いたりしたことがあると回答し

ている。体温、靴のサイズ、身長や体重、座高など身体測定の時、幅跳びの記録など身近な生活の中で使っ

たことを具体的に挙げることができ、関心を持っていることが伺える。しかし、小数を用いる理由を答えら

れた児童は、14％にとどまっている。

これらのことを踏まえ、本単元では、小数の意味やしくみ、計算の仕方について、具体物や言葉、式、図

を用いて考え、お互いに説明し合う活動を取り入れて計算の技能及び小数の意味についての理解を確実なも

のとし、できる喜びを味わわせることで児童の興味関心を引き出していくようにしたい。
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【数学的な考え方】

「 」 、 、１学期の 大きい数の計算を考えよう についての実践では ２位数同士の加減法の仕方から３位数同士

及び４位数同士の計算の仕方を類推し、言葉、式、図で表して伝え合うことを通して考えを深めていく活動

を中心として行った。ほとんどの児童が、新たな課題を既習事項を活用して解決できるようになり 「前に、

学習したやり方と同じように考える」類推の考え方を用いる経験を多く持つことができた。また、それぞれ

の考えを伝え合う中で、相手に分かりやすく伝えるには、根拠を明らかにすると良いことに気付き、自分の

説明の中に取り入れることができる児童が少しずつ増えてきている。

しかし、一方で、昨年度末に行った標準学力テストでは、数直線上のある数を求め、その理由を問う問題

が出題されたが、この問題である数、理由共に完答できた児童は、54.3 であり、テストの全問題の中で３%
番目に低い正答率であった。数直線の最小目盛りの大きさがいくつであるかを筋道立てて考え、説明する力

が定着していないことを表していると考えられる。

これらのことを踏まえ、本単元でも、引き続き根拠を明らかにしながら課題を解決し、自分の考えを筋道

立てて表現したり、友達の考えを読み取り伝え合ったりする活動を取り入れていきたい。

【数量や図形についての技能】

水のかさやテープの長さを求める問題では、単位となる量（１ ）や長さ（１㎝）を越えていると全員がＬ

正答することができるが、単位となる量や長さを超えていないと、誤答がかさでは５名（14％）長さでは４

名（11％）いた。また、数直線に表された整数を読む問題では、29名（83％）の児童は、最小目盛りの大き

さを基に正しく求めることができたが、誤答の６名（17％）の児童は、最小目盛りの大きさ共に正しく求め

ることができなかった。

これらのことを踏まえ、かさや長さを小数を用いて表す、数直線に表された小数を読む 、加減法の計算、

を行うなどの学習では、なぜそうなるのか理由を考えて伝え合う活動を取り入れ、確実に定着を図るように

していきたい。

【数量や図形についての知識・理解】

、かさや長さの単位同士の関係については ほとんどの児童が正しく理解することができている、 。また

３けたの数の大小関係についても全員の児童が正しく理解することができているが、比べ方の適切な方法を

挙げることができない児童が12名（34％）いた。

これらのことを踏まえ、本単元では課題解決に関連する単元の学習を十分に想起させ、既習の知識を

活用しながら学習を進めることができるようにしていきたい。

３ 研究とのかかわり

単元を通して、児童の思考力・表現力を高めるために「ideaマイノート」を活用した伝え合う学習活動を

行っていく 「ideaマイノート」とは、課題解決の各過程において式・図・表・グラフ等と共に解決に関わ。

る知識や考え方、根拠を児童自身が記述し、思考の流れを明確にして説明がしやすいようにした改良型算数

ノートである。授業では、問題解決的な学習のときに用いる「ideaマイノート」と繰り返し練習して知識や

技能を習得するドリル用のノートの２種類を分けて使うようにする 「ideaマイノート」は、１単位時間に。

見開き２ページを書くようにし、適用問題は次の見開きページを使って解いていく。

ノートには 「自分の考え 「友達の考え 「学習のまとめ」など既習事項があふれている。そこで、課題、 」 」

把握の過程では、新たな問題の解決方法を考えるための手がかりをノートの見直しによって得るようにし、

それをペアや全体で伝え合うことにより考えを確かめたり、広げたりして明確な見通しを持たせていく。ま

た、集団追究の過程において、友達が課題解決に使った図から式を、式から図を考えたり、説明を途中から

引き継いだりして関わった知識や考え方、根拠を明らかにしながら解決の方法を伝え合っていく。そして、

それぞれの解決方法についての記述に着目し、ねらいに応じた視点で比較・検討して学級全体でさらに伝え

合うことにより、それぞれの考え方の理解を深めたり、より良い考え方に気付かせたりしていく。さらに、

振り返りの過程では本時の学習をまとめた後、適用問題をより良いと思った方法で解決して関わった知識や

考え方、根拠を記述していく。そして、それを基にペアや全体で見出した知識や考え方、根拠を確かめなが

ら伝え合う活動を行う。それにより自分の説明の不足に気付いたり、友達の表現のよさを取り入れたりして

より適切な表現になるようにしていく。

このように、課題解決に関わった知識や考え方、根拠を記述する活動と伝え合う活動に繰り返し取り組む

ことで思考力・表現力を高めたいと考える。
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４ 指導方針

】【関心・意欲・態度

○自分の出した答えが合っているときには喜びを感じ、算数を楽しいと思う児童が多いことから、個別追究

では、どんな素朴な方法でも自分なりに正しい答えを求めることができたことを賞賛するようにし、成就

感や達成感を味わえるようにする。

○自分の考えを理解してもらえることに喜びを感じる児童が見られるようになってきていることから、ペア

や全体での伝え合いの後には、相手の説明の良かったところについて簡単にふれるようにし、自分の表現

の進歩を知ると共に自信を持って取り組むことができるようにする。

○初めて学習する小数という数が、身の回りで用いられていることが実感できるように、授業の内容によっ

ては、児童の身長や教室横の廊下の長さなどを用いて身近な生活の中から問題を作るようにする。

○小数を用いることのよさに気付くことができるように、端数部分を適切に表すことができる経験をさせた

り、実際に使われている場面を紹介したりするようにする。

【 】数学的な考え方

○課題把握の過程では、課題解決のために活用することができる既習事項を児童自ら選択できるように、そ

れまでに似たような学習をしたことについて想起することにつながる発問をする。なかなか想起できなか

ったり、既習の学習をどう活用したら良いか分からなかったりする児童については、｢ideaマイノート｣を

使って見通しを持つことができるように助言をする。

○課題解決への見通しを明確にしたり、それぞれの考えを広げたりすることができるように、ペアで伝え合

い、新たな課題解決の方法に気付いたときには｢ideaマイノート｣に色鉛筆で書き足すように促す。

○課題解決した方法について友達に的確に伝えることができるように、式や図、表、答えの他に関わった知

識や考え方、根拠をそばに記述しておくように声をかけ、習慣化していく。

○自分の考えとの異同をとらえ、自分の解決方法を見直すきっかけにできるように、課題解決した式や図、

表、答えから友達の解決方法を正しく解釈し、伝え合う活動を取り入れていく。

○新しい考え方やより良い表現を取り入れることができるように、集団追究で自分との違いに気付いた時に

は｢ideaマイノート｣に色鉛筆で書き足すように助言し、習慣化する。

○多様な考えから共通性や一般性、簡潔性を見いだすことができるように、ねらいに応じた適切な視点で比

較・検討して、キーワードを児童自身の力で｢ideaマイノート｣にまとめていく。

○より良い考え方や表現を使って適用問題を自分の力で解決することができるように、次ページに移って解

決し、ペアや全体で伝え合って確実にしていく。

○適用問題でも伝え合いによって友達から学ぶことがあった場合には、家庭学習として再挑戦することがで

きるように、類似した問題を準備し、配付するようにする。

【 】数量や図形についての技能

○繰り返し練習して計算等の技能を習得することができるように 「ideaマイノート」の他にドリル用のノ、

ートを準備して２冊を分けて使うようにする。

○児童一人一人の技能習得状況を把握し、つまずきを解消できるように、単元末の問題には個々に取り組ま

せ、丸付けや個別指導などの机間指導を行う。

○既習の学習である水のかさや長さの測定や整数の大小比較等についての定着が十分でない児童について

は、本時の学習をスムーズに進められるようにするために、授業以外の時間を使って補充指導・習熟練習

を行う。

、 、○小数の加減法の学習において 純小数と帯小数の計算になるとつまずく児童がいることが予想されるため

結果の見通しを立てたり、0.1を単位として捉えたりすることで位取りの意識を十分に定着させていく。

【数量や図形についての知識・理解】

○レディネステストから、２年時に学習した長さや体積の単位の関係を十分に理解できていない児童につい

ては、本時の課題解決に正しく活用できように｢ideaマイノート｣で既習事項を振り返るよう助言する。

○本単元では、新たに学習する算数用語が多数あるため、一つ一つについて確実に定着させるために、横黒

板に用語と意味を簡潔に記して掲示しておく。

○小数の意味や大きさについて実感を伴って理解することができるように、導入では実際に１Ｌのますを用

いて測ってから図に表すようにする。
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５ 単元の目標

小数の意味や表し方について理解するとともに、小数の加減計算ができるようにする能力を伸ばす。

６ 評価規準及び指導計画（全11時間予定）

算数への関心・意欲・態度 小数を用いると整数で表せない端数部分の大きさを表すことができる等のよさ

評 に気付き、進んで生活や学習に活用しようとしている。

数学的な考え方 端数部分の大きさを表すとき、整数の十進位取り記数法の考えを基に、１を10

価 等分して新たな単位(0.1)をつくり、その大きさのいくつ分かで表すなど、拡張し

て考えようとしている。

規 数量や図形についての技能 端数部分の大きさを表すとき、小数を使って表したり、1/10の位までの小数の

加減計算をしたりすることができる。

準 数量や図形についての知識 小数が用いられる場合や小数の表し方、1/10の位について知り、小数の意味に

理解 ついて理解している。

小 時 評 価

単 間 学習活動

元 ◇評価項目（評価方法） 関 思 技 知

○１ １ ◇長さやかさなどの既習の学習と

は 水とうに入る水のかさを１Ｌますではかったら、 関連付けて１ に満たない端L
し １Ｌとあと少しありました。水とうに入っている 数部分の体積を表そうとしてい

た 水のかさは、何Ｌといえばよいでしょうか。 る。

の ○１Ｌますで測ったときの１Ｌに満たないはしたの水 （発言・ ideaマイノート ）「 」

大 のかさの表し方を考える。

き ２ ○小数を使って、はしたのかさの大きさを表す。

○さ ３ ◇既習の学習と関連付けて１㎝に

の それぞれのテープの長さをあらわしま 満たない端数部分の長さを小数しょう。

表 ○リボンを物差しで測ったときの１㎝に満たないはし で表すことができる。

し たのリボンの長さの表し方を考える。 （発言・ ideaマイノート）「

方 ○小数を使って、はしたの長さを表す。

○２ ４ ◇数直線上の小数の読み方や表し

次の数直線を見て答えましょう。 方を既習の整数の数直線と関連

小 めもりがあらわす数は、いくつでしょうか。 付けて考えたり、表現したりし

数 ○数直線に表された小数を読む方法を考える。 ている。

の ○数直線に表された小数を読んだり、数直線に小数を （発言・ ideaマイノート ）「 」

し 表したりする。

○く ５ ◇小数の各位の数字は、それぞれ

み ３年生の教室横のろう下の長さは31.2ｍです。 10、１、0.1などの単位の個数

31.2という数を表にあらわしましょう。 を示していることを理解してい

○「小数第一位」の用語を知り、小数の位取りについ る。

て考える。 （発言・ ideaマイノート ）「 」

○位取り表や数カードを使って31.2という数の構成を

捉える。

○６ ◇数直線や数の構成を基にして、

それぞれの数の組み合わせの大きさくらべをしま 小数の大小を考えたり、表現し

しょう。 たりしている。

○小数の大小を比較する方法を考える。 （発言・ ideaマイノート ）「 」

○図や構成を基に、小数の大小を比較する。

○３ ７ ◇小数の加法計算の仕方を小数を

小 ジュースが大きいびんに0.5Ｌ、小さいびんに0.3Ｌ 0.1の何こ分とみることで既習

数 入っています。 あわせて何Ｌありますか。 の整数の計算に帰着させて考え

の ○小数第一位同士の加法の計算方法を考える。 たり、説明したりしている。

た ○小数第一位同士の加法の計算を0.1を単位として見る （発言・ ideaマイノート ）「 」

し ことで既習の整数の計算に帰着して求める。
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○算 ８ ◇0.1の何こ分とみることで既習

と ジュースが0.8Ｌあります。そのうち、0.3Ｌのみま の整数の計算に帰着させ、小数

ひ した。ジュースは何Ｌのこっていますか。 第一位同士の減法の計算をする

き ○小数第一位同士の減法の計算を行う。 ことができる。

算 ○小数第一位同士の減法の計算を を単位として見る （発言・ ideaマイノート ）0.1 「 」

ことで既習の整数の計算に帰着して求める。

９ ◇小数の仕組みや整数の筆算を基

○2.5＋1.3の計算を筆算でしましょう。 に、小数の加減法の筆算の仕方

○小数第一位同士の加法の筆算方法を考える。 を考えたり、説明したりしてい

○小数第一位同士の減法の筆算方法を考える。 る。

○小数第一位同士の加減法の筆算方法をする。 （発言・ ideaマイノート ）「 」

４ 10 ◇小数の仕組みを基に、数直線や ○

小 1.8はどのような数ですか。いろいろ表しましょう。 式を用いて、1.8の多様な見方

数 ○1.8を数直線に表し、いろいろな見方や表し方を考え について考えたり、表したりし

の る。 ている。

表 ○数の構成や相対的な大きさを基にして3.6を数直線や （発言・ ideaマイノート ）「 」

し 式を用いて表す。

方

５ 11 ○「力をつけるもんだい」 を解決する。 ◇小数の仕組みや小数の意味、小 ○ ○

ま 数第一位までの加減計算の意味

と や計算の仕方についての理解を

め 確実にすることができる。

（ノート）
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６ 本時の展開（１／１１）

１Ｌに満たない端数部分の体積の表し方について物差しや１Ｌますの目盛りと関連付ける活(1) ねらい

動を通して、１Ｌを10等分すれば端数部分の体積の表すことができることに気付き、自分なり

の方法で表そうとしている。

水筒 １Ｌます １Ｌますの図（掲示用、児童配付用）ノート添付用の問題と適用問題(2) 準 備

(3) 展 開

太字：研究に関わる支援学習活動 時 指導上の留意点及び支援･評価

○予想される児童の反応 間 （◎努力を要する児童への支援）◇評価

１ 水筒に入っている水のかさを見て、 10 ・２つの水筒を提示して、入っている水のかさに関心を持

本時の学習課題をつかみ、課題解決の つことができるようにする。

見通しを持つ。

水とうに入る水のかさを１Ｌますではかったら、１Ｌとあと少しありました。水とうに入って

いる水のかさは、何Ｌといえばよいでしょうか。

○赤い水とうは、１Ｌだね！ ・青い水とうには、はしたが出たことを確認し、dＬますを

○青い水とうは、１Ｌとちょっとだ。 使わずに表すことができないかと問いかけて、めあてに

○１Ｌと２dＬくらいかな？ つなげるようにする。

、 。１Ｌより少ないかさをＬで表す方法を考えて せつ明しよう

・既習の長さやかさのはしたの量の表し方と結び付けて見○１㎝より短い長さを表したよね

「 」○１Ｌも分けたことがあるよ 通しが持てるように教師作成の第２学年 長さのたんい

「かさのたんい」の｢ideaマイノート｣を手ががりにする

ように促す。

・１Lに満たないはしたの水のかさの表し方について見通し○図で表すといいよね

を持たせ 「ideaマイノート」に書くように指示をする。○１㎝を10に分けたら表せたな 、

・ペアの友達と考えを伝え合って新たに分かったことを青○１Ｌますのように10に分けて目盛りを

鉛筆で書き足し、考えを広げられるようにする。付けてみよう

・ペアでの伝え合いで、適切な見通しを持てない児童が多

い場合は全体で交流し、板書をする。

・見通した方法で解決し 「ideaマイノート」に解決に関わ２ １Ｌに満たない水のかさをＬで表す 10 、

った｢idea｣（知識や考え方 、根拠を簡潔に記述するよう方法を考える。 ）

に促す。○１dＬは１Ｌを10等分しているから

○１㎜は１㎝を10等分しているから ・作業用の１Ｌますの図を配付し、折ったり目盛りを付け

たりすることができるようにする。

・小数の表し方は未習であるため、ここでは10等分できた

ことを賞賛する。

◎dＬを使って表している児童には、今日のめあては、はし

たのかさをＬで表す方法を考えることだとうことを再度

確認する。

○根拠が明らかにされていると解決方法がより分かりやす３ １Ｌに満たない水のかさをLで表す 15
いことに気付くことができるように根拠を問いかけ、説方法を発表し、共通点について伝え合

明できるようにする。う。

、○かさの学習の時のように１Ｌを10に分 ◎どちらの考え方についても共有することができるように

けました 大切なところは繰り返して説明するようにしたり、続き

○長さの学習の時、１㎝を10に分けたか を考えたりするように指示をする。

｢ideaマイノート」に友達の説明を聞いて分かった｢idea｣ら１Ｌを10に分けました ・

や根拠を青鉛筆で、板書を見て分かったことを赤鉛筆で

書き足すように促す。

・等分の意味をしっかりと捉えることができるように、10・ 10等分」の意味を確認し、0.1の意「

。味を知る。 に分けられているが等分でない誤答例を示すようにする

・青い水筒の水のかさは、1.3Ｌになることを確認する。・0.1Ｌが２こ分で0.2Ｌ、0.1Ｌが３こ

分で0.3Ｌになることを知る。

【気付かせたいキーワード】 似ているところや、同じところはどこですか？
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・｢ideaマイノート」のidea記述欄に着目することで、長さ１Ｌを 等分 １つ分は0.1Ｌ10
やかさのはしたの量を㎝やｄLで表した時と同様に１Lを

10等分しており、１つ分は0.1Lと表せるという共通点に

気付くことができるようにする。

４ 本時の学習を振り返る。 ・キーワードを使って児童に本時の学習をまとめるように10

・本時のまとめをノートに書く。 指示し、それを生かして板書をする。

１Ｌより少ないかさは、１Ｌを10等分してあらわす。１つ分は0.1Ｌになる。

・適用問題を解いて、自分の解決方法を ・考える時間確保のため、問題文をノートに貼って行う。

・適用問題を解決し、｢ideaマイノート」に｢idea｣や根拠を｢idea｣や根拠を明らかにしてペアで伝

記述していくように促す。え合う。

◎自分で記述できない児童は前ページを参考にして、青鉛

筆で書くように助言する。水のかさは何Ｌですか

・｢ideaマイノート」の記述を参考にしながら解決方法につせつ明も書きましょう

いて伝え合い、お互いに質問したり、答えたりしたこと

をノートに青鉛筆で書き足すように促す。＜児童に記述させたい例＞

◎自分で解決できなかったり、説明が書けなかったりした１Ｌを10等分したから、

児童は、板書を見て赤鉛筆で書き足すよう指示をする。１つ分は0.1Ｌ

、 、0.1が８こで0.8Ｌ 数値を変えた問題を用意し 色鉛筆で書き足した児童は・

家庭学習等で再挑戦するように促す。

◇１Ｌに満たない端数部分の体積の表し方を考えて、説明

しようとしている 【関 （発言・ ideaマイノート ）。 】 「 」

(4) 板書計画（１／１１）

補助黒板
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６ 本時の展開（２／１１）

１Ｌに満たないはしたのかさを表す問題を解決する活動を通して、１Ｌに満たないはしたの(1) ねらい

かさを表すには0.1のいくつ分かを考えればよいことを理解する。

１Ｌのますの図（掲示用、配付用） 数直線（掲示用、配付用）ノート添付用の問題と適用問(2) 準 備

題 ドリル用ノート

(3) 展 開

太字：研究に関わる支援学習活動 時 指導上の留意点及び支援･評価

○予想される児童の反応 間 （◎努力を要する児童への支援）◇評価

１ 適用問題に取り組む。 20 ・小数も整数と同様に考えることができるようにするため

・水のかさは、それぞれ何Ｌですか。 に、掲示用の１Ｌのますの図を用いて0.1の何こ分かを説

せつ明も書きましょう。 明するよう指示をする。

① ◎提示した水のかさが0.1の何こ分かを捉えられるようにす

るために前時の「ideaマイノート」のまとめの部分（１

Ｌを10等分した１つ分のかさを0.1Ｌという）

を見直すように指示をする。

・何Lになるのかについての説明を書くことが困難な児童は

前時の｢ideaマイノート｣を手ががりにするように助言す

る。

・①については、小数について多様な見方ができるように

するために、１Ｌと0.6Ｌを合わせて1.6Ｌという言い方

1.6Ｌ もできることを知らせる。

１Ｌを10等分したから、１こ分は ・第３時以降の学習における素地をつくるために１Ｌのま

0.1Ｌ。 0.1が６こで 0.6Ｌ。 すの図の他に数直線に1.6Ｌを表し、0.1の16こ分が1.6で

１Ｌとあわせて1.6Ｌ。 あることを説明する。

② ③

水のかさだけ色をぬりましょう。 ・ 0.」がつくと１Ｌよりも小さい体積になることに気付か・ 「

Ｌ Ｌ せるために0.4Ｌと0.2Ｌ、0.7Ｌの共通点から考えられる①1.8 ②0.7

。 、 、ようにする また 視覚的に捉えることができるように

掲示用の１Ｌますで説明する。

・小数も整数と同じように考えることができるようにする

0.1Ｌを９こあつめたかさは何Ｌです ために、掲示用の１Ｌのますの図を用いて説明するよう・

か。また、0.1Ｌを10こあつめたかさ 指示をする。

は、何Ｌですか。 ・小数においての十進構造の素地をつくるために、0.1Ｌを

10こ集めると１Ｌになることをおさえる。

２ 「小数 「小数点 「整数」の用語の ・ 小数 「小数点 「整数」の意味の定着を図るために、小」 」 「 」 」10

意味を知る。 数と整数の相違点について説明する。

・ここでは、１Ｌのますから離れて、数と用語を対比させ

ながら理解させるようにする。

３ 適用問題に取り組み、本時の学習を ・小数の意味理解を確かなものにするために、それぞれの15

振り返る。 小数が0.1のいくつ分になっているかを考えさせるように

する。

次の数を 整数と小数に分けましょう ◇整数では表せない端数部分の大きさを表すのに、小数が、 。

用いられることやその表し方を理解している 【知】。

（発言・ノート）ア0.7 イ2.8 ウ４ エ12 オ9.9
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（２／１１）(4) 板書計画

補助黒板
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６ 本時の展開（３／１１）

１㎝に満たない端数部分の長さを表す活動を通して、前時の学習や物差しの目盛りと関連付(1) ねらい

けるなど既習の方法を用いて考え、長さについて小数で表すことができる。

物差しの図（掲示用、配付用）ノート添付用の問題と適用問題(2) 準 備

(3) 展 開

太字：研究に関わる支援学習活動 時 指導上の留意点及び支援･評価

○予想される児童の反応 間 （◎努力を要する児童への支援）◇評価

１ テープの図を見て、本時の学習課題 10 ・長さと色の違う３本のテープを提示して、長さを数値で

をつかみ 課題解決への見通しを持つ 表すことに関心を持つことができるようにする。、 。

それぞれのテープの長さをあらわしましょう。

○青は、５㎝だ ・５㎝、９㎝の次に８㎝７㎜のテープを提示して、赤のテ

○黄色は、９㎝だよね ープの長さを㎝だけで表すことができないかと問いかけ

○赤は、８㎝７㎜になるね て、めあてにつなげるようにする。

１㎝よりみじかい長さを㎝で表す方法を考えて、せつ明しよう。

・既習の長さやかさのはしたの表し方と結び付けて見通し○１ にならないかさも であらわせたL L
が持てるように教師作成の第２学年「長さのたんい 「かよね 」

さのたんい」や前時の｢ideaマイノート｣を手ががりにす○小数にあらわせないかな

るとように助言する。○図で表すといいよね

・１㎝に満たないはしたのテープの長さの表し方について

見通しを持たせ 「ideaマイノート」に書くように指示を、

する。

・ペアの友達と考えを伝え合って新たに分かったことを青○１Ｌの時のように10等分して考えて

鉛筆で書き足し、考えを広げていく。みよう

○１㎝を10等分したら表せそうだよね

･見通した方法で解決し 「ideaマイノート」に解決に関わ２ １㎝に満たないテープの長さを㎝で 10 、

る｢idea｣や根拠を簡潔に書くように促す。表す方法を考える。

○１Ｌを10等分したから、１㎝を10等分 ・長さにおいても１㎝を10等分すると１つ分が0.1になるこ

すれば、0.1㎝になるかな とが捉えられるように、物差しの図を児童に配付する。

○0.1㎝が７つ分で0.7㎝、８㎝と合わせ ◎㎜を使って表している児童には、今日のめあては、はし

て8.7㎝ たの長さを㎝で表す方法を考えることだということを再

度確認する。

３ １㎝に満たないテープの長さを㎝で ○既習の学習のように考えることを意識しながら伝え合う15

表す方法をについて伝え合い、長さも ことができている児童を意図的に指名することで、より

小数で表すことができる根拠に気付 良い説明の方法に気付くようにする。

く。 ◎大切なところは繰り返して説明するように指示したり、

１Ｌを10等分した１つ分が0.1Ｌだっ 図と言葉を関連して考えたりできるような発問をする。○

たから、１㎝を10等分すれば、0.1㎝

になると思う

㎝で表す・他のテープの長さも

・緑や青のテープを提示し、長さをで一つの単位で表すこ

とができるか問いかけ、㎝だけで表して「ideaマイノー

ト」に考え方や根拠を書き込むように指示をする。

｢ideaマイノート」に友達の説明を聞いて分かった｢idea｣○１㎝を10等分すれば、1つ分は0.1㎝、 ・

や根拠を青鉛筆で、板書を見て分かったことを赤鉛筆で0.1が６こで0.6㎝、３㎝と合わせて

書き足すように促し、適用問題の解決に生かすように助3.6 ㎝

言する。

どうして一つの単位で表すことができたのでしょうか？

他のテープでも調べてみましょう
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・｢ideaマイノート」のidea記述欄に着目することで、 か○１㎝を10等分すれば、1つ分は0.1㎝。

さのはしたの量を表した時と同様に１㎝を10等分してい0.1が２こで0.2㎝。１㎝と合わせて

るから１つ分は0.1㎝と表せるという根拠に気付くことが1.2 ㎝

できるようにする。【気付かせたいキーワード】

１㎝を10等分 １つ分は0.1㎝

10 ・キーワードを使って児童に本時の学習をまとめるよう４ 本時の学習を振り返る。

・本時のまとめをノートに書く。 に指示し、それを生かして板書をする。

１㎝よりみじかい長さは、１㎝を10等分してあらわす。１つ分は0.1㎝になる。

・｢ideaマイノート」に適用問題を解決し、｢idea｣や根拠を・適用問題を解いて、解決方法について

記述していくように促す。｢idea｣や根拠を明らかにしてペアで伝

◎自分で記述できない児童は前ページを参考にして、青鉛え合う。

筆で書くように助言する。

・根拠を明らかにして説明できるように、ペアの友達の説

明を聞くときにも意識するように促す。明らかになって

いなかったときには、お互いに質問したり、答えたりし

て｢ideaマイノート｣に書き足しを行い、より適切な表現テープの長さは何㎝ですか。

にしていく。せつ明も書きましょう。

◎自分で解決できなかったり、説明が書けなかったりした

児童は、板書を見て赤鉛筆で書き足すよう指示をする。＜児童に記述させたい例＞

、 、○ ・１㎝を10等分して、0.1㎝。0.1が４こ 数値を変えた問題を用意し 色鉛筆で書き足した児童は

で0.4㎝。９㎝と合わせて9.4 ㎝ 家庭学習等で再挑戦するように促す。

かさや既習の学習と関連づけて１㎝に満たない端数部分◇

の表し方を考え、長さを表すことができる 【技 （発言。 】

・ ideaマイノート ）「 」

（３／１１）(４) 板書計画

補助黒板
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６ 本時の展開（４／１１）

数直線上に表された小数を読んだり、数直線上に小数を表したりする活動において、既習の(1) ねらい

整数の数直線図と関連付けて考え、説明することができる。

数直線図（掲示用、配付用） ノート添付用の問題と適用問題(2) 準 備

(3) 展 開

太字：研究に関わる支援学習活動 時 指導上の留意点及び支援･評価

○予想される児童の反応 間 （◎努力を要する児童への支援）◇評価

１ 数直線図を見て、本時の学習課題を 10 ・最小目盛りの大きさが異なる３つの数直線を提示して、

つかみ、課題解決の見通しを持つ。 目盛りが表す数を考えることで数直線に関心を持つこと

ができるようにする。

次の数直線を見て答えましょう。めもりがあらわす数は、いくつでしょうか。

○①は１めもりが10だから、めもりの数 ・黒板に掲示用の数直線図を用意しておき、児童が集中し

は230だ て考えることができるようにする。

○②は１めもりが100だから、めもりの ・最小目盛りが10、100の数直線図を提示して目盛りが示す

数は1900だね 数を問うようにする。次に0.1のものを提示して、最小目

③ 盛りが小数になることに気付くようにして、めあてにつ

なげる。

小数の数直線の読み方を考えて、せつ明しよう。

・既習の整数の数直線図と結び付けて見通しが持てるよう○③はどうしたらいいのかな

に教師作成の第２学年「３けたの数」の単元の｢ideaマイ○数直線図をつかうといいよね

ノート｣や前時までの｢ideaマイノート｣を手ががりにする

ように促す。

、・数直線上に表された小数の読み方について見通しを持ち

「ideaマイノート」に書くように指示をする。

・ペアの友達と考えを伝え合って新たに分かったことを青○１番小さいめもりはいくつか考えるん

鉛筆で付け加えるように促し、考え方を広げていく。だよね

・ペアでの伝え合いで、適切な見通しを持てない児童が多○近くのめもりをつかうといいよ

い場合は全体で交流し、板書をする。

･見通した方法で解決し 「ideaマイノート」に「idea」や２ 数直線上に表された小数の読み方を 10 、

根拠を簡潔に記述するように促す。考える。

＜予想される記述例＞ ・数直線図においても１㎝を10等分すると１つ分が0.1にな

、 。○アは0.5 ることが捉えられるように 数直線図を児童に配付する

１を10等分しているから ◎最小目盛りの大きさを捉えることができない児童には、

１番小さい１めもりは0.1 ０から１までの間が10等分されていることに着目するよ

0.1が５こで0.5 うに支援していく。

○より良い説明の方法に気付くことができるように最小目３ 小数の数直線に表された数の読み方 13
盛りの値を導き出した根拠をが明らかに表現できているを発表し、共通点について伝え合う。

児童を意図的指名する。○イは2.1

１を10等分しているから ◎大切なところは繰り返して説明するようにしたり、続き

１番小さい１めもりは0.1 を考えたりするように指示をして、全員が数直線上に表

21こ分で2.1 された小数の読み方と共に最小目盛りの値を導き出した

２と１つ分で2.1 根拠について説明できるようにする。

｢ideaマイノート」に友達の説明を聞いて分かった｢idea｣○ウは3.8 ・

や根拠を青鉛筆で、板書を見て分かったことを赤鉛筆で１を10等分しているから

書き足すように促す。１番小さい１めもりは0.1

38こ分で3.8 ・整数の数直線図の読み方と関連付けることで、近くの目

３と８こ分で3.8 盛りを使うと読みやすいことに気付くことができるよう

４の２こ分前で3.8 にする。

【気付かせたいキーワード】

１番小さい１めもりを読む

３つの目盛りの読み方で似ているところや、同じところは

どこですか？
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・｢ideaマイノート」の｢idea｣記述欄に着目することで、数いくつ分か考える

、 、直線上に表された小数は １番小さい１目盛りを考えて

そのいくつ分かを読み取れば良いとい共通点に気付くこ

とができるようにする。

・キーワードを使って児童に本時の学習をまとめるよう４ 本時の学習を振り返る。 12
・本時のまとめをノートに書く。 に指示し、それを生かして板書をする。

数直線にあらわされた小数は、１番小さい１めもりがいくつになっているか

考えて、そのいくつ分かを読む。

◎｢ideaマイノート」に適用問題を解決し、｢idea｣や根拠を・適用問題を解いて、解決方法について

記述していくように促す。｢idea｣や根拠を明らかにしてペアで伝

◎自分で記述できない児童は前ページを参考にして、青鉛え合う。

筆で書くように助言する。

。 、 。エのめもりはいくつですか 0.7をあらわすめもりに↑を書きましょうまた

せつ明も書きましょう。

・根拠を明らかにして説明できるように、ペアの友達の説

明を聞くときにも意識するように促す。明らかになって

いなかったときには、お互いに質問したり、答えたりし

て｢ideaマイノート」の書き足し、より適切な表現にして

いく。＜児童に記述させたい例＞

、 、○ １を10等分しているから 数値を変えた問題を用意し 色鉛筆で書き込んだ児童は・

１番小さい１めもりは0.1 家庭学習等で再挑戦するように促す。

0.7は0.1の７こ分 ◇数直線上の小数の読み方や表し方を既習の整数の数直線

を基にして考えたり、 表現したりしている 【考 （発言。 】

・ ideaマイノート ）「 」

（４／１１）(４) 板書計画

補助黒板
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６ 本時の展開（５／１１）

数カードや丸図を使って31.2を表す活動を通して、小数の各位の数字はそれぞれの位の個数(1) ねらい

を示していることを理解する。

小数第一位説明用の表 位取り表（掲示用、児童配付用）ノート添付用の問題と適用問題(2) 準 備

(3) 展 開

太字：研究に関わる支援学習活動 時 指導上の留意点及び支援･評価

○予想される児童の反応 間 （◎努力を要する児童への支援）◇評価

１ 位取り表に記された数カードを見 10 ・不備のある位取り表を提示して、どうしたら完成するこ

て、本時の学習課題をつかみ、課題解 とができるかを問い、数を表すことに関心を持つことが

決の見通しを持つ。 できるようにする。

○十の位に10のカードを５枚おくと、 ３年生の教室横のろう下の長さはどの位あるか予想する・

152 になるね！ ように促し、ペアで伝え合う。

。 。３年生の教室横のろう下の長さは31.2ｍです 31.2という数を表にあらわしましょう

○31.2は、今までと違って整数じゃない ・31.2は、小数であることを確認し、同様に表に表すこと

よ ができないかと問いかけ、めあてにつなげる。

、 。小数を表に表す方法を考えて せつ明しよう

・既習の整数の構成の表し方と結び付けて見通しが持てる○３けたの数を図に表したよね

ように教師作成の第２学年「３けたの数」の｢ideaマイノ○大きい数の学習でも表したよ

ート｣を手ががりにするように促す。

・ペアの友達と考えを伝え合って新たに分かったことを青○数カードを使えば、位取り表にに表せ

鉛筆で書き足すように促し、考えを広げていく。るよ

・ペアで伝え合いで、適切な見通しを持てない児童が多い○丸で、位取り表に表したこともあった

場合は全体で交流し、板書をする。よね

２ 小数を表に表す方法を考える。 10 ・作業用の位取り表を配付し、丸や数カードを書くことが

・小数点のすぐ右の位を小数第一位とい できるようにする。また、その表を使って小数第一位の

うことを知る。 説明をし、児童自身に小数第一位という言葉を書き込ま

せるようにする。

･見通した方法で解決し 「ideaマイノート」に｢idea｣や根、

拠を簡潔に記述するように促す。＜予想される記述例＞

◎とまどっている児童には、整数の構成を考えた学習の経

験を基に考えるように促す。

◎小数点を手がかりにして、各位の数字を確認するように

助言する。

３ 小数を表に表す方法について伝え合 15 ○既習の学習のように考えることを意識して伝え合うこと

い、小数も位取り表に表すことができ ができている児童を意図的に指名することで、より良い

る根拠に気付く。 説明の方法に気付くようにする。

＜予想される説明例＞ ◎大切なところは繰り返して説明するように指示したり、

○それぞれの数字は、位と位に入るこ数 図と言葉を関連して考えたりできるような発問をする。

をあらわしているか、31.2は、10を３

こ、１を１こ、0.1を２こ合わせた数

｢ideaマイノート」に友達の説明を聞いて分かった｢idea｣・

や根拠を青鉛筆で、板書を見て分かったことを赤鉛筆で

書き足すように促し、数カードの表についても見直しす

るよう助言する。

○それぞれの数字は、位と位に入るこ数 ・それぞれの数字が各位の個数を表していることをしっか

をあらわしているから、32.1は、10を りと捉えることができるように、多くの児童を指名して

３こ、１を１こ、0.1を２こ合わせた 問い返しをする。

数

・｢ideaマイノート」の「idea」記述欄に着目することで、【気付かせたいキーワード】

小数第一位までの各位の数字は、それぞれの位に入る数それぞれの数字 位 位に入るこ数

なぜ各位の丸の数を決めることができたのでしょうか？

数カードの方も調べてみましょう
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を示しているため、位取り表に丸や数カードで表すこと

ができることに気付くことができるようにする。

４ 本時の学習を振り返る。 10 ・キーワードを使って児童に本時の学習をまとめるように

・本時のまとめをノートに書く。 指示し、それを生かして板書をする。

それぞれの数字は、位と位に入るこ数をあらわしている。

・｢ideaマイノート」に適用問題を解決し、｢idea｣や根拠を・適用問題を解いて、解決方法について

記述するように促す。｢idea｣考え方や根拠を明らかにしてペ

アで伝え合う。

。 、 。さっぽろテレビとうの高さは147.2ｍです 147.2という数を表に表して 説明も書きましょう

◎自分で｢idea｣や根拠を記述できない児童は前ページを参

考にして、青鉛筆で書くように助言する。

・根拠を明らかにして説明できるように、ペアの友達の説

明を聞くときにも意識するように促す。明らかになって

いなかったときには、お互いに質問したり、答えたりし

て｢ideaマイノート」の記述に書き足し、より適切な表現

にしていく。＜児童に記述させたい例＞

◎自分で解決できなかったり、説明が書けなかったりした○それぞれの数字は、位と位に入るこ数

児童は、板書を見て赤鉛筆で書き足すよう指示をする。をあらわしているから、147.2は、100

を１こ、10を４こ、１を７こ0.1を２ 色鉛筆で書き足した児童は、自分の身長の数値を表す問・

こ合わせた数 題を作り、家庭学習等で再挑戦するように促す。

◇小数の各位の数字は、それぞれ100、10、１、0.1などの

単位の個数を示していることを理解している 【知 （発。 】

言・ ideaマイノート ）「 」

(4) 板書計画（５／１１）

補助黒板
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６ 本時の展開（６／１１）

小数の大小を比べる活動において、0.1を基にして図や言葉を使う方法を考え、説明すること(1) ねらい

ができる。

数直線図（掲示用、配付用）ノート添付用の問題と適用問題(2) 準 備

(3) 展 開

太字：研究に関わる支援学習活動 指導上の留意点及び支援･評価

○予想される児童の反応 （◎努力を要する児童への支援）◇評価

１ ２つの数の大きさ比べをして本時の 10 ・３組の数(58と78、203と198、３と2.9）を提示して、大

学習課題をつかみ、課題解決の見通し きさ比べをすることで本時の学習に関心を持つことがで

を持つ。 きるようにする。

それぞれの数の組み合わせの大きさくらべをしましょう。

○58と78だから、78の方が大きい ・58と78、203と198の次に2.9と３の組み合わせを提示して

○203と198では、203だよね 既習の学習との違いをつかみ、めあてにつなげるように

○これは、小数だね する。

小数の大きさを比べる方法を考えて、せつ明しよう。

・児童が自ら既習事項を想起することができるようにどの○３けたの時も大きさを比べたよね

ように考えることができるか発問する。○大きな数でも同じようにできたよ

・既習の整数の大小比較の方法と結び付けて見通しが持て

ることを引き出し、教師作成の第２学年「３けたの数」

や前時までの｢ideaマイノート｣が手ががりとなることを

確認する。

・ペアの友達と考えを伝え合って新たに分かったことを青○数直線図に表すとできそうだよね

鉛筆で書き足すように促し、考えを広げていく。○小数だから0.1を基にするとどうかな

・ペアでの伝え合いで、適切な見通しを持てない児童が多○言葉で考えたいな

い場合は全体で交流し、板書をする。

・見通した方法で解決し 「ideaマイノート」に｢idea｣や根２ 小数の大きさを比べる方法を考え 10 、

拠を簡潔に記述するように促す。る。

・小数の大小比較では１を10等分すると１つ分が0.1になる

ことを基にして数直線図に表して比べることができるこ

とを捉えられるように、児童に数直線図を配付する。

＜予想される記述例＞

【数直線】 ◎言葉を使って大小を比較している児童には、視覚的にも

○１を10等分しているから、１めもりは 捉えることができるように数直線図に表して考える方法

0.1 にも挑戦するよう声をかける。

2.9は0.1が29こ分

３は0.1が30こ分

３の方が右にあるから３が大きい

○児童がより良い説明の仕方に気付き、考えを深めること３ 小数の大きさを比べる方法を発表 15

ができるように根拠を明らかに表現できている児童を意し、数直線図と言葉を使う方法におけ

図的に指名する。る共通点について伝え合う。

【言葉】 ◎大切なところは繰り返して説明するように指示したり、

。○３は、0.1が30こ分 図と言葉を関連させて考えたりできるような発問をする

｢ideaマイノート」に友達の説明を聞いて分かった｢idea｣2.9は、0.1が29こ分 ・

や根拠を青鉛筆で、板書を見て分かったことを赤鉛筆でだから、３の方が大きい

書き足すように促す。

【気付かせたいキーワード】

0.1をもとにする

・｢ideaマイノート」の「idea」記述欄に着目することで、

0.1を基にすると整数と同様に数直線や言葉で表すことが

でき、大小が分かるという共通点に気付くことができる

ようにする。

どちらの大きさのくらべ方でも似ているところや、同じ

ところはどこですか？
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４ 本時の学習を振り返る。 10 ・キーワードを使って児童に本時の学習をまとめるよう

・本時のまとめをノートに書く。 に指示し、それを生かして板書をする。

小数の大きさは、0.1をもとにして考えると、数直線や言葉を使ってくらべることがで

きる。

・個別追究で取り組んでいなかった方法を優先し、｢ideaマ・適用問題を解いて、解決方法について

イノート」に適用問題を解決して、｢idea｣や根拠を記述｢idea｣や根拠を明らかにしてペアで伝

していくように促す。え合う。

２と0.2では、どちらが大きいでしょうか。せつ明も書きましょう。

◎自分で記述できない児童は 前ページを参考にして、青

鉛筆で書くように助言する。

・根拠を明らかにして説明できるように、ペアの友達の説

明を聞くときにも意識するように促す。明らかになって

いなかったときには、お互いに質問したり、答えたりし＜児童に記述させたい例＞

て｢ideaマイノート」に書き足し、より適切な表現にして○１を10等分しているから、

。 、 。１めもりは0.1 0.2はそれが２つ分で いく なるべく 記述を見ないで相手に伝えるよう促す

◎自分で解決できなかったり、説明が書けなかったりした２は、20こ分

児童は、板書を見て赤鉛筆で書き足すよう指示をする。２の方が右にあるから大きい

色鉛筆で書き足した児童は、数値を変えた問題に家庭学・

習等で再挑戦するように促す。

・整数と時のように位を ・小数同士の大小比較でも、整数の時のように結果を不等

そろえても比べられる 号で表せることにも触れるようにする。

ことをまとめる。 ◇既習の整数の学習と関連付けて小数の大きさの比べ方を

、 。【 】（ 「 」）３＞2.9 考えて 説明している 考 発言・ ideaマイノート

（６／１１）(4) 板書計画

補助黒板
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６ 本時の展開（７／１１）

小数第一位同士の加法計算を仕方を導き出す活動において、既習の整数の計算と関連付けて(1) ねらい

考え、説明することができる。

大きさの違うびん２つ １Ｌますの図（掲示用、児童配付用） 数直線図（掲示用、児童配(2) 準 備

付用） ノート添付用の問題と適用問題

(3) 展 開

太字：研究に関わる支援学習活動 時 指導上の留意点及び支援･評価

○予想される児童の反応 間 （◎努力を要する児童への支援）◇評価

１ 場面を捉えて、本時の学習課題をつ 10 ・大きさの違う２つのびんを提示して、本時の学習場面に

かみ、課題解決の見通しを持つ。 関心を持つことができるようにする。

ジュースが大きいびんに0.5Ｌ、小さいびんに0.3Ｌ入っています。

あわせて何Ｌありますか。

○0.5Ｌと0.3Ｌをあわせるから、たし算 ・式が立てられたところで既習の学習と比べることによっ

になるよね て、めあてにつなげるようにする。

○式は0.5＋0.3かな

小数のたし算のし方を考えて、せつ明しよう。

・児童が自ら既習事項を想起することができるようにどの○整数の計算ならできるけど・・・

ように考えることができるか発問する。○図をつかえばできるかな

・既習の整数の加法計算の方法と結び付けて見通しが持て

ることを引き出し、教師作成の第２学年「３けたの数」

や前時までの｢ideaマイノート｣が手ががりとなることを

確認する。

・小数のたし算の仕方について見通しを持ち 「ideaマイノ、

ート」に書くように指示をする。

・ペアの友達と考えを伝え合えうようにし、新たに分かっ○１Ｌますの図ををつかうといいよ

たことを青鉛筆で書き足すように促す。○数直線もつかええないかな

・ペアでの伝え合いで、適切な見通しを持てない児童が多○小数だから0.1をもとにするとできる

い場合は全体で交流し、板書をする。かな

・見通した方法で解決し 「ideaマイノート」に｢idea｣や根２ 小数のたし算の仕方を考える。 10 、

拠を簡潔に記述するように促す。＜予想される記述例＞

Ｌ ・ Ｌ においても１Ｌを10等分すると一つ【１ ますの図】 １ ますや数直線図

分が0.1Ｌになることが捉えられるように、 Ｌ の図１ ます

や数直線図を児童に配付する。

Ｌ ◎考えがなかなか進まない児童には、１Ｌますの図に0.1Ｌ○ １ を10等分して

毎の書き込みをするように指示し、0.1Ｌが５つ分と３ついるから、１めもり

Ｌ 分であることを捉えられるように支援していく。は0.1

Ｌ Ｌ５＋３＝８ 0.1 が８こ分で0.8

○根拠が明らかにされていると解決方法がより分かりやす３ 小数のたし算の仕方を発表し、より 13

いことに気付くことができるように根拠を問いかけ、説良い方法について検討し、伝え合う。

明できるようにする。【数直線図】

Ｌ ◎大切なところは繰り返して説明するようにしたり、続き○ １ を10等分しているから

を考えたりするように指示をする。

｢ideaマイノート」に友達の説明を聞いて分かった｢idea｣・

や根拠を青鉛筆で、板書を見て分かったことを赤鉛筆で

書き足すよう促す。

Ｌ ・相対的な大きさを基にして考えると、どの考えも整数の１めもりは 0.1
Ｌ Ｌ 加法計算に帰着できることをおさえ、分かりやすく板書0.5 は５めもり、0.3 は３めもり

Ｌ Ｌ する。５＋３＝８ 0.1 が８こ分で0.8

【言葉】

○ 0.5 は0.1が５こ0.3 は0.1が３こＬ Ｌ

・｢ideaマイノート」の「idea」記述欄に着目することで、５＋３＝８ 0.1 が８こで0.8Ｌ Ｌ

、 、【気付かせたいキーワード】 小数第一位同士の加法計算は 0.1の何こ分かを考えれば

図を使わなくても既習の整数の計算で求めることができ0.1をもとにする 整数で計算

発表された考えの中で、一番簡単にできる方法はどれで

しょうか？
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るという良さに気付くことができるようにする。

12 ・キーワードを使って児童に本時の学習をまとめるよう４ 本時の学習を振り返る。

・本時のまとめをノートに書く。 に指示し、それを生かして板書をする。

小数のたし算は、それぞれ0.1の何こ分かを考えると、整数で計算すること

ができる。

「 」 、 」・適用問題を解いて、解決方法について ・ 簡単な方法は何だったか を確認し ｢ideaマイノート

により良い方法で解決し、｢idea｣や根拠を記述していく｢idea｣や根拠を明らかにしてペアで伝

ように促す。え合う。

ひろきさんは、１＋0.2の計算をして0.3というまちがえた答えを出してしまいました。

ひろきさんに正しい方法をせつ明しましょう。まちがえた理由も教えてあげましょう。

◎自分で記述できない児童は前ページを参考にして、青鉛＜児童に記述させたい例＞

筆で書くように助言する。【言葉】

・｢ideaマイノート」の記述を参考にしながら正しい解決方○ １は0.1が10こ

法を伝え合い、誤答をしてしまった理由についても確認0.2は0.1が２こ

し、考えを深めることができるようにする。10＋２＝12

◎自分で解決できなかったり、説明が書けなかったりした0.1が12こで1.2

児童は、板書を見て赤鉛筆で書き足すよう指示をする。ひろきさんは、１を0.1をもとにし

、 、て考えずに１＋２＝３ ・数値を変えた問題を用意し 色鉛筆で書き足した児童は

家庭学習等で再挑戦するように促す。0.1が３こで0.3

と計算した ◇小数第一位同士の加法計算の仕方を既習の整数の計算

に帰着させて考えたり、 表現したりしている 【考】。

（発言・ ideaマイノート ）「 」

（７／１１）(４) 板書計画

補助黒板
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６ 本時の展開（８／１１）

小数第一位同士の減法計算を仕方を考えたり、それらを解決したりする活動を通して、小数(1) ねらい

第一位同士の減法計算を正しくすることができる。

びん コップ ノート添付用の問題と適用問題(2) 準 備

(3) 展 開

太字：研究に関わる支援学習活動 時 指導上の留意点及び支援･評価

○予想される児童の反応 間 （◎努力を要する児童への支援 【 】評価）

１ 場面を捉えて、本時の学習課題をつ ７ ・びんとコップを提示して、本時の学習場面に関心を持つ

かみ、課題解決の見通しを持つ。 ことができるようにする。

ジュースが0.8Ｌあります。そのうち、0.3Ｌのみました。ジュースは何Ｌのこっ

ていますか。

○ジュースを飲んだから、ひき算だよね ・式が立てられたところで前時の学習と比べることによっ

○式は0.8－0.3だな て、めあてにつなげるようにする。

小数のひき算のし方をを考えて、せつ明しよう。

・児童が自ら既習事項を想起することができるようにどの○たし算みたいに考えられるかな

ように考えることができるか発問する。○今日も整数の計算になるといいんだけ

・前時の小数の加法計算の方法と結び付けて見通しが持てど

ることを引き出し、前時の｢ideaマイノート｣が手ががり

となることを確認する。

・小数のひき算の仕方について見通しを持ち 「ideaマイノ、

ート」に書くように指示をする。

○たし算のように整数の計算にすればか ・ペアの友達と考えを伝え合って前時のたし算のように既

んたんだよね 習の整数のひき算に帰着すればよいことを確認する。

・見通した方法で解決し 「ideaマイノート」に｢idea｣や根２ 小数のひき算の仕方を考える。 10 、

拠を簡潔に記述するように促す。＜予想される記述例＞

【言葉】 ◎なかなか進まない児童には、小数の加法計算は0.1を基に

○ 0.8Ｌは0.1Ｌが８こ して考えれば、図を使わなくても既習の整数のたし算に

0.3Ｌは0.1Ｌが３こ ８－３＝５ 帰着できたことを助言するようにする。

0.1Ｌが５こで0.5Ｌ

○既習の学習を意識して考えたり説明できたりしている児３ 小数のひき算の仕方を発表し、小数 15

童を意図的に指名して、より良い方法や説明の仕方を確のひき算も整数の計算に帰着できる根

認できるようにする。拠に気付く。

◎大切なところは繰り返して説明するようにしたり、続き

○小数のたし算の学習では、0.1を基に を考えたりするように指示をする。

｢ideaマイノート」に友達の説明を聞いて分かった｢idea｣して考えたから整数の計算になったか ・

や根拠を青鉛筆で、板書を見て分かったことを赤鉛筆でら、ひき算も同じように考えればいい

書き足すように促す。と思う。

・他の小数の減法計算を解決し、｢idea｣

や根拠を書く。

1.4－0.6

○ ・どんな小数の減法でも同じことが言えるのか確かめる1.4は0.1が14こ 0.6は0.1が６こ

ことができるように、難易度を変えたいくつかの小数14－６＝８ 0.1が８こで0.8

し、｢idea｣や根拠を記１－0.3 の減法を提示して、実際に解決

１は0.1が10こ 0.3は0.1が３こ 述するように指示をする。○

10－３＝７ 0.1が７こで0.7

【気付かせたいキーワード】

・｢ideaマイノート」の「idea」記述欄に着目することで、0.1をもとにする 整数で計算

どの小数第一位同士の減法計算も、加法計算と同様に0.1

の何こ分かを考えており、だから整数の計算に帰着でき

るできるという根拠に気付くことができるようにする。

13 ・キーワードを使って児童に本時の学習をまとめるよう４ 本時の学習を振り返る。

小数のひき算も整数の計算で考えることができたのは

なぜでしょうか？ 他の計算でも確かめてみましょう。
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・本時のまとめをノートに書く。 に指示し、それを生かして板書をする。

小数のひき算は、それぞれ0.1の何こ分かを考えると、整数と同じように

計算することができる。

・｢ideaマイノート｣に適用問題を解決し、学習したことの・適用問題を解いて、解決方法につい

理解を深めることができるように、必ず｢idea｣や根拠をて｢idea｣や根拠を明らかにしてペア

明らかにして記述していくよう促す。で伝え合う。

ゆみさんは1.6－ の計算をして1.5というまちがえた答えを出してし1
まいました。ゆみさんに正しい方法をせつ明しましょう。

まちがえた理由も教えてあげましょう。

◎自分で記述できない児童は前ページや前時の適用問題を＜児童に記述させたい例＞

参考にして、青鉛筆で書くように助言する。【言葉】

・｢ideaマイノート」の記述に書き足しながら正しい解決方○ 1.6は0.1が16こ

法を伝え合い、誤答をしてしまった理由についても確認１は0.1が10こ

し、理解を深めることができるようにする。16－10＝６

◎自分で解決できなかったり、説明が書けなかったりした0.1が６こで0.6

児童は、板書を見て赤鉛筆で書き足すよう指示をする。

、 、ゆみさんは、１を0.1をもとにして ・数値を変えた問題を用意し 色鉛筆で書き足した児童は

家庭学習等で再挑戦するように促す。考えずに16－１＝15

◇既習の整数の計算に帰着させて小数第一位同士の減法計0.1が15こで1.5

算を正しく解決することができる 【技 （発言・ ideaと計算した 。 】 「

マイノート ）」

（８／１１）(4) 板書計画

補助黒板
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６ 本時の展開（９／１１）

小数第一位同士までの加減法の筆算の仕方を導き出す活動において、既習の整数の計算と関(1) ねらい

連付けて考え、説明することができる。

位取り表（掲示用、児童配付用） ノート添付用の問題と適用問題 フラッシュカード(2) 準 備

(3) 展 開

太字：研究に関わる支援学習活動 時 指導上の留意点及び支援･評価

○予想される児童の反応 間 （◎努力を要する児童への支援 【 】評価）

１ 本時の学習課題をつかみ、課題解決 ７ ・フラッシュカードで小数第一位同士の加減法の計算を行

の見通しを持つ。 い、正しくできたことを賞賛することで計算への意欲を

高めておく。

2.5＋1.3の計算を筆算でしましょう。

○今日は、筆算をするんだね ・前時までの学習と比べることによって、めあてにつなげ

○整数なら大きい数でも筆算できるけど るようにする。

小数の筆算の仕方を考えて、説明しよう。

○小数のたし算やひき算みたいに考えら ・既習の学習が想起できるように前に学習したやり方と同

れるかな じように考えられることがあるか発問する。

・既習の整数の筆算と結び付けて見通しが持てることを引○今日も整数になれば、できると思うん

き出し、教師作成の第２学年「３けたの数」の筆算の学だけどな

習や前時までの｢ideaマイノート｣が手ががりとなること

を確認する。○図をかけばできるかな

・ペアの友達と考えを伝え合って新たに分かったことを青○きのうまでのように0.1を基にしてや

鉛筆で書き足すように促し、考えを広げていく。ってみよう

・ペアでの伝え合いで、適切な見通しを持てない児童が多

い場合は全体で交流し、板書をする。

・見通した方法で解決し 「ideaマイノート」に｢idea｣や根２ 小数の筆算の仕方を考える。 10 、

拠を簡潔に記述するように促す。＜予想される記述例＞

【位取り表】 ・小数の筆算も位をそろえて位ごとに計算すればよいこと

が捉えられるように、位取り表を児童に配付する。

◎考えがなかなか進まない児童には、前時までのように0.1

を基にすると2.5や1.3をどのように表すことができるか

考えるように助言し、既習の整数の筆算に帰着できるこ

とに気付くように支援していく。

○位をそろえる

位ごとに計算する

小数第一位 0.5＋0.3＝0.8

一の位 ２＋１＝３ 答え3.8

○根拠が明らかにされていると解決方法がより分かりやす３ 小数の筆算の仕方を発表し、それぞ 13

いことに気付くことができるように根拠を問いかけ、説れの考えの共通点について伝え合う。

明できるようにする。【言葉】

○ 2.5は0.1が25こ ◎大切なところは繰り返して説明するようにしたり、続き

1.3は0.1が13こ を考えたりするように指示をする。

｢ideaマイノート」に友達の説明を聞いて分かった｢idea｣25＋15＝38 ・

や根拠を青鉛筆で、板書を見て分かったことを赤鉛筆で位をそろえる

書き足すように促す。位ごとに計算する

0.1が38こで3.8

【気付かせたいキーワード】

位をそろえる 位ごとに計算する

・｢ideaマイノート」の「idea」記述欄に着目することで、

小数第一位までの筆算は、位をそろえて位ごとに計算す

れば、整数と同様にできるという共通点に気付くことが

できるようにする。

４ 本時の学習を振り返る。 ・キーワードを使って児童に本時の学習をまとめるように15

どちらの方法でも似ているところや、同じところはどこ

ですか？
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・本時のまとめをノートに書き、筆算の 指示し、それを生かして板書をする。

仕方をまとめる。 ・小数点をそろえることが、整数と同様に位をそろえるた

めに必要であることをまとめる。

小数の筆算は、整数と同じように位をそろえて位ごとに計算することができる。

・｢ideaマイノート」に適用問題を筆算で解決し、｢idea｣や・ペアで別々の適用問題を解いて、友達

根拠を記述していくように促す。の解決方法について｢idea｣や根拠を推

測してしてペアで伝え合う。

筆算のし方を考えてみましょう。せつ明も書きましょう。

◎自分で記述できない児童は前ページを参考にして、青鉛＜児童に書き込ませたい記述例＞

筆で書くように助言する。整数と同じやり方で計算できる。

・ペアの友達の｢ideaマイノート」に書かれた筆算を見て、位をそろえる

｢idea｣や根拠を推測しながらお互いの解決方法について位ごとに計算する

伝え合い、自分の説明に足りなかった部分をに青鉛筆で小数第一位

書き足して、理解を深めたり、より良い表現にしたりし0.5－０ 0.5=
ていく。一の位

◎自分で解決できなかったり、説明が書けなかったりした６－４＝２

児童は、板書を見て赤鉛筆で書き足すよう指示をする。

上の小数点にそろえて小数点をうつ ・色鉛筆で書き足した児童は、ペアの友達の問題を家庭学

習等で再挑戦するように促す。

◇小数第一位までの加減法の筆算の仕方を既習の整数の

計算に帰着させて考えたり、 表現したりしている。

【考 （発言・ ideaマイノート ）】 「 」

(4) 板書計画（９／１１）

補助黒板
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６ 本時の展開（１０／１１）

仕組みを基に数直線や式を用いて小数を表す活動において、既習の整数の多様な見方から類(1) ねらい

推して考え、説明することができる。

数直線図（掲示用、児童配付用） ノート添付用の問題と適用問題 カード(2) 準 備

(3) 展 開

太字：研究に関わる支援学習活動 時 指導上の留意点及び支援･評価

○予想される児童の反応 間 （◎努力を要する児童への支援 【 】評価）

１ 本時の学習課題をつかみ、課題解決 ７ ・18を多様な見方で表したカードを提示して、既習の学習

の見通しを持つ。 を振り返り、1.8を表すことへの意欲を高める。

1.8はどのような数ですか。いろいろ表しましょう。

○今日は、小数を表すんだね ・既習の整数の学習と比べることによって、めあてにつな

○整数と同じようにできそうだな げるようにする。

小数のいろいろな表し方を考えて、せつ明しよう。

・既習の整数の学習と結び付けて見通しが持てることを引○18みたいに考えられるかな

き出し、教師作成の第２学年「３けたの数」や前時まで○1.8も数直線に表せるよね

の｢ideaマイノート｣が手ががりとなることを確認する。

・ペアの友達と考えを伝え合って新たに分かったことを青○数直線にあらわすことができるよ

鉛筆で書き足すように促し、考えを広げていく。○言葉でもあらわせるよね

、 、 、○式にあらわせるものもあるよ ・1.8の多様の表し方の説明に活用できるように 図 言葉

式による表現方法があることや整数を表した際は、数直

線を説明の道具として使ったことを全体で確認する。

･ 見通した方法で解決し 「ideaマイノート」に｢idea｣や根２ 小数のいろいろな表し方を考える。 ８ 、

拠を簡潔に記述するように促す。＜予想される記述例＞

ア 合わせた数と見る ・言葉、式、図を関連付けながら表現することができるよ

うに１つの表し方について言葉、式、数直線図をそれぞ

れかいていくように指示をし、数直線図については、児

童に配付する。

◎考えがなかなか進まない児童については、第２学年「３

けたの数」の単元の｢ideaマイノート｣をもう一度見直しイ ～より小さい数と見る

て、同じように考えてみるように助言する。

○黒板に数直線のみを提示して、友達の解決方法を推測し３ 小数のいろいろな表し方を発表し、 15

て言葉や式で説明するように指示し、それぞれの解決方整数の表し方との共通点について伝え

法についての理解を深めるようにする。合う。

ウ 位ごとに分けて0.1のいくつ分と見 ◎大切なところは繰り返して説明するようにしたり、数直

る 線から式を考えたりするように指示をする。

｢ideaマイノート」に分かりやすいと思った友達の｢idea｣・

や根拠を青鉛筆で、板書を見て分かったことを赤鉛筆で

書き足すように促す。

エ 0.1のいくつ分と見る

【気付かせたいキーワード】

・｢ideaマイノート」の「idea」記述欄に着目することで、合わせた数と見る ～より小さい数と

小数は、合わせた数や～より小さい数と見たり、0.1のい見る 0.1のいくつ分

くつ分と考えたりすれば、整数と同様に表すことができ

るという共通点に気付くことができるようにする。

４ 本時の学習を振り返る。 15 ・キーワードを使って児童に本時の学習をまとめるように

18や780などの整数の表し方と似ているところや、同じと

ころはどこですか？
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・本時のまとめをノートに書き、小数の 指示し、それを生かして板書をする。

表しをまとめる。

小数は、合わせた数や～より小さい数と見たり、0.1のいくつ分と考えると

いろいろな表し方ができる。

・適用問題を個別追究で取り組まなかった方法を優先的に・適用問題を解いて、解決方法について

使って｢ideaマイノート」に解決し、｢idea｣や根拠を記述｢idea｣や根拠を明らかにしてペアで伝

していくように促す。え合う。

、 。3.6のいろいろな表し方を考えて せつ明しよう

◎自分で記述できない児童は前ページを参考にして、青鉛＜児童に記述させたい記述例＞

筆で書くように助言する。～より小さい数と見る

・ペアの友達の｢ideaマイノート」にかかれたの数直線図を

見て、｢idea｣や根拠を推測してお互いの解決方法につい

て伝え合い、自分の説明に足りなかった部分を青鉛筆で

書き足して、理解を深めたり、より良い表現にしたりし

ていく。

◎自分で解決できなかったり、説明が書けなかったりした位ごとに分けて0.1のいくつ分と見る

児童は、板書を見て赤鉛筆で書き足すよう指示をする。

色鉛筆で書き足した児童は、数値を変えた問題を作り、・

家庭学習等で再挑戦するように促す。

◇小数の仕組みを基にして、既習の整数の表し方に帰着さ

せて考えたり、数直線や式などを用いて表現したりして

いる （発言・ ideaマイノート ）。 「 」【考】

(4) （１０／１１）板書計画

補助黒板
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６ 本時の展開（１１／１１）

小数の仕組みや小数の意味、１／10の位までの小数の加減計算の意味や計算の仕方の定着(1) ねらい

を確認し、理解を確実にすることができる。

ドリル用ノート 補足問題 数直線図（掲示用、配付用）(2) 準 備

(3) 展 開

太字：研究に関わる支援学習活動 時 指導上の留意点及び支援･評価

○予想される児童の反応 間 （◎努力を要する児童への支援 【 】評価）

１ 「力をつけるもんだい 「しあげの 35 ・自信を持って取り組むことができるようにするために、」

もんだい」に取り組む。 賞賛しながら丸を付けていくようにする。

、 、○ 小数ではしたの量を表す問題 ・間違っている児童には できているところまで丸を付け

① 次はどこから考えればよいか明確になるようにする。

・同じ問題を多くの児童が間違えていたときは、間違え

ていた児童を後ろに集め、説明するようにする。

、◎解決方法の見通しを持つことができるようにするために

教科書に記載されているページや「ideaマイノート」を②

見直すように助言する。

・数直線上に示された小数を読み取る問題では、近くの整

数からいくつ分多い、もしくは少ないなど、小数を整数

との和や差でみる見方を活用できるように助言する。L
◎小数の大小比較の問題では、より能率的に比べることが

○ 数直線上の小数を読み取る問題 できるように、整数の学習の時のように位をそろえる考

数直線を見て答えましょう。 え方にも取り組むように助言する。

③ア～オのめもりが表す数をいいましょ ・計算の間違いがなくなるようにするため、答えの見積も

う。 りをしたり、確かめを行うように助言する。

・問題を早く解くことができた児童には、補足問題を用意

しておく。

【補足問題】○ 数の構成や相対的な大きさを基にし

て数の大きさを考える問題

１ ３ ５ の３まいのカードを１回ずつつかっ

。 、④ア～オは、それぞれ0.1を何こ集めた て下の式に当てはめます 答えが一番大きくなるのは

どんな式のときですか。数ですか。

☆ ０． ＋ ．○ 小数を他の整数や小数の和や差と

みたり、0.1のいくつ分かで捉えた

りすることができるかをみる問題

⑤３と0.2をあわせた数

⑥４より0.2小さい数

⑦１を６こと0.1を４こあわせた数

⑧0.1を27こ集めた数

２ 発展問題に取り組む。 10 ◎なかなか見付けることができない児童には、数直線を配

付して考えることができるようにする。
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、・いろいろな組み合わせを児童に発見させることを通して

数感覚をを豊かにする。たすと５になる２つの小数を見付

けましょう。

◇基本的な学習内容について、理解している 【知 （ノー。 】

ト）
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１
年
「
く
り
さ
が
り
の
あ
る
ひ
き
ざ
ん
」
記
述
例

１
１ Ｐ ○

13
－
９

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

13
を

10
と
３
に
わ
け
る

10
か
ら
９
を
ひ
い
て
１

。 。

１
と
３
で
４
。

め
13
－
９
の
け
い
さ
ん
の
し
か

た
を
か
ん
が
え
よ
う

13
－
９
＝
４

10
３

１

ど
ん
ぐ
り
が

13
こ
あ
り
ま
す
。

９
こ
つ
か
い
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
は
、
な
ん
こ
の
こ
っ
て
い
ま
す
か
。

問
題
文
を

貼
る

1
0
か
ら
ひ
く
と

か
ん
た
ん

し
き

ま
10
と

に
わ
け
て
、

10
か

ら
ひ

く
と
か
ん

ん

お
10
と
ば
ら

くに
わ

る

か
ら

ひ
10

ば
ら

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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12
－
９
の
け
い
さ
ん
の
し
か
た

を
か
ん
が
え
よ
う

12
－
９

10
２

１

＝
３

12
を

10
と
２
に

わ
け
る

10
か
ら
９
を
ひ

い
て
１

１
と
２
で
３

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

チ
ャ
レ
ン
ジ
も
ん
だ
い

。。

。 ○

１
１
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１
年
「
く
り
さ
が
り
の
あ
る
ひ
き
ざ
ん
」
記
述
例

１
１

Ｐ ○
め

12

－

３
の
け
い
さ
ん
の
し
か

た
を
か
ん
が
え
よ
う

お
か
し
が

12
こ
あ
り
ま
す
。

３
こ
た
べ
ま
し
た
。

お
か
し
は
、
な
ん
こ
の
こ
っ
て
い
ま
す
か
。

問
題
文
を

貼
る

12

－

３

12
12
－

－
３

３

1
0

２

７

＝
＝
９

９

12
を

10
と
２
に
わ
け
る

10
か
ら
３
を
ひ
い
て
７

７
と
２
で
９

２
１
３
を
２
と
１
に
わ
け
る

12
か
ら
２
を
ひ
い
て

10
10
か
ら
１
を
ひ
い
て
９

し
き

ま
た

と
わ
け
て
、

２
か
い
ひ
い
て
も
で
き
る
。

の
－

あ
と
の
か
ず
を
わ
け
る

２
か
い
ひ
く

－
の
あ

の
か
ず
を

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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1 1

１
１

1
1
－
２
の
け
い
さ
ん
の
し
か
た

を
か
ん
が
え
よ
う

1
1

1
1
－

－
２

２

＝
＝

1
0

１
１

１

９
９

８
11

1
0
と
１
に
わ
け
る

1
0
か
ら
２
を
ひ
い
て
８

を

８
と
１
で
９

２

を
１

１
に

と
わ
け
る

11
か
ら
１
を
ひ
い
て
1
0

1
0
か
ら
１
を
ひ
い
て
９

ひ
き
た
し

ひ
ひ

き
き

チ
ャ
レ
ン
ジ
も
ん
だ
い
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２
年
「
九
九
を
つ
く
ろ
う
」
記
述
例

１
１

Ｐ
○

ア
イ
ス
が
１
は
こ
に
６
こ
ず
つ
は
い
っ
て
い
ま
す
。

４
は
こ
あ
り
ま
す
。

ア
イ
ス
は
、
ぜ
ん
ぶ
で
な
ん
こ
あ
り
ま
す
か
。

６
×
４
の
け
い
さ
ん
の
し
か
た
を

か
ん
が
え
よ
う
。

め

し
き
６
×
４

し
き

６
×
１
＝
６

６
×
２
＝

12
  
６
＋
６

６
×
３
＝

18
６
＋
６
＋
６

６
×
４
＝

24
６
＋
６
＋
６
＋
６

６
×
１
＝
６

６
×
２
＝

12
  

６
×
３
＝

18
６
×
４
＝

24

し
き

６
を
か
け
る
数
の
分
た
す

＋
６

＋
６

＋
６

か
け
る
数
と
か
け
ら
れ
る
数
を

入
れ
か
え
て
も
答
え
は
同
じ

し
き
６
×
１
＝
６

６
×
２
＝

12
（
２
×
６
）

６
×
３
＝

18
（
３
×
６
）

６
×
４
＝

24
（
４
×
６
）

か
け
る
数
が
１
ふ
え
る
と

答
え
は
か
け
ら
れ
る
数

の
分
大
き
く
な
る

図

４
×
４
=
1
6

２
×
４
=
８

1
6
＋
８
＝
2
4

６
の
だ
ん
＝
４
の
だ
ん
＋
２
の
だ
ん

ま
か
け
算
の
い
み
や
き
ま
り
を
つ
か
う
と
い
ろ
い
ろ
な
ほ
う
ほ
う

で
け
い
さ
ん
で
き
る
。

①
し
き
②
ず

同
か
け
算
の
い
み

か
け
算
の
き
ま
り

か
け
算
の
き
ま
り

か
け
算
の
き
ま
り

か
け
算
の
き
ま
り

か
け
算
の
い
み

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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６
の
だ
ん
の
つ
づ
き
の
け
い
さ
ん
の
し
か
た
を

か
ん
が
え
て
、
せ
つ
め
い
し
よ
う
。

６
×
５
＝

30
（５
×
６
）

６
×
６
＝

36
  

６
×
７
＝

42
６
×
８
＝

48
６
×
９
＝

54

＋
６

＋
６

＋
６

＋
６

か
け
る
数
と
か
け
ら
れ
る
数
を

入
れ
か
え
て
も
答
え
は
同
じ

か
け
る
数
が
１
ふ
え
る
と

答
え
は
か
け
ら
れ
る
数
の
分

大
き
く
な
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
も
ん
だ
い

１
１

●
６
×
７
の
け
い
さ
ん
の
し
か
た
を
か
ん
が
え
て
せ
つ
め
い
し
ま
す
。

（
）に
数
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

・６
×
７
は
、
６
×
６
よ
り
か
け
る
数
が
（
）ふ
え
て
い
る
の
で
、

答
え
は
（

）大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
３
６
＋
（

）に
な
っ
て
、
答
え
は
（

）で
す
。

●
６
×
８
の
け
い
さ
ん
の
し
か
た
を
図
を
つ
か
っ
て
考
え
て
、

せ
つ
め
い
し
ま
し
ょ
う
。

３
×
８
=
2
4

３
×
８
=
2
4

2
4
＋
2
4
=
4
8

６
の
だ
ん
＝
3
の
だ
ん
＋
3
の
だ
ん

適
用
問
題
で
は
、
本
時
の
課
題
と
似
た
問
題
を
考
え
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に

生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

授
業
の
ね
ら
い
が
数
学
的
な
考
え
方
で
多
様
な
考
え
方
を
表
現
す
る
活
動
を

行
っ
た
と
き
に
は
、
適
用
問
題
も
思
考
・表
現
で
き
る
問
題
に
し
ま
す
。

児
童
の
実
態
に
応
じ
、
下
の
よ
う
な
問
題
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
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２
年
「
九
九
を
つ
く
ろ
う
」
記
述
例

１
１

Ｐ
○

子
ど

も
が

５
人

い
ま

す
。
一

人
に

７
ま

い
ず

つ
色

紙
を

く
ば

り
ま

す
。

色
紙

は
、
ぜ

ん
ぶ

で
何

ま
い

い
り

ま
す

か
。

７
×
５
の
け
い
さ
ん
の
し
か
た
を

か
ん
が
え
よ
う
。

め

し
き
７
×
５

し
き

７
×

１
＝

７
７
×

２
＝

1
4
  

７
＋

７
７
×

３
＝

2
1

７
＋

７
＋

７
７
×

４
＝

2
8

７
＋

７
＋

７
＋

７
７
×

５
＝

3
5

７
＋

７
＋

７
＋

７
＋

７

７
×
１
＝
７

７
×
２
＝

14
  

７
×
３
＝

21
７
×
４
＝

28
７
×
５
＝

35

し
き

７
を

か
け

る
数

の
分

た
す

＋
7

＋
7

＋
7

か
け

る
数

と
か

け
ら

れ
る

数
を

入
れ

か
え

て
も

答
え

は
同

じ

し
き

７
×
１
＝
７

７
×
２
＝
14

（
２
×
７
）

７
×
３
＝
21

（
３
×
７
）

７
×
４
＝
28

（
４
×
７
）

７
×
５
＝
35

（
５
×
７
）

図

5
×

5
=
2
5

２
×

5
=
1
0

2
5
＋

1
0
＝

3
5

７
の

だ
ん

＝
５
の

だ
ん

＋
２
の

だ
ん

ま
７
の

だ
ん

の
け

い
算

も
か

け
算

の
い

み
や

き
ま

り
を

つ
か

う
と

い
ろ

い
ろ

な
ほ

う
ほ

う
で

け
い

算
で

き
る

。

＋
7

①
し
き
②
図

か
け

る
数

が
１
ふ

え
る

と
答

え
は

か
け

ら
れ

る
数

の
分

大
き

く
な

る

か
け

算
の

い
み

か
け

算
の

き
ま

り
か

け
算

の
き

ま
り

か
け

算
の

き
ま

り

同
か

け
算

の
い

み
か

け
算

の
き

ま
り

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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７
の
だ
ん
の
け
い
さ
ん
の
し
か
た
を
か
ん
が
え
よ
う
。

７
×
６
＝

42
（６
×
７
）

７
×
７
＝

49
  

７
×
８
＝

56
７
×
９
＝

63

＋
７

＋
７

＋
７

か
け

る
数

と
か

け
ら

れ
る

数
を

入
れ

か
え

て
も

答
え

は
同

じ

チ
ャ

レ
ン

ジ
も

ん
だ

い

か
け

る
数

が
１
ふ

え
る

と
答

え
は

か
け

ら
れ

る
数

の
分

大
き

く
な

る

１
１

Ｐ
○

●
７

×
８
の

け
い

さ
ん

の
し

か
た

を
５
の

だ
ん

と
２
の

だ
ん

に
わ

け
る

ほ
う

ほ
う

で
は

な
い

考
え

方
を

つ
か

っ
て

せ
つ

め
い

し
ま

し
ょ

う
。

３
×

８
=
2
4

４
×

８
=
3
2

2
4
＋

3
2
=
5
6

７
の

だ
ん

＝
3
の

だ
ん

＋
４
の

だ
ん

●
７

×
６
の

け
い

さ
ん

の
し

か
た

を
７
×

５
の

答
え

を
つ

か
っ

て
考

え
て

い
る

と
も

だ
ち

が
い

ま
す

。
と

も
だ

ち
の

考
え

か
た

を
せ

つ
め

い
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

適
用

問
題

で
は

、
本

時
の

課
題

と
似

た
問

題
を

考
え

、
学

ん
だ

こ
と

を
実

際
に

生
か

す
こ

と
が

大
切

で
す

。
授

業
の

ね
ら

い
が

数
学

的
な

考
え

方
で

、
多

様
な

考
え

方
を

表
現

す
る

活
動

を
行

っ
た

と
き

に
は

、
適

用
問

題
も

思
考

・表
現

で
き

る
問

題
に

し
ま

す
。

児
童

の
実

態
に

応
じ

、
下

の
よ

う
な

問
題

に
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

。

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く

適
用

問
題

で
は

、
本

時
の

課
題

と
似

た
問

題
を

考
え

、
学

ん
だ

こ
と

を
実

際
に

生
か

す
こ

と
が

大
切

で
す

。
授

業
の

ね
ら

い
が

数
学

的
な

考
え

方
で

多
様

な
考

え
方

を
表

現
す

る
活

動
を

行
っ

た
と

き
に

は
、
適

用
問

題
も

思
考

・表
現

で
き

る
問

題
に

し
ま

す
。

児
童

の
実

態
に

応
じ

、
下

の
よ

う
な

問
題

に
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

。
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２
年
「
九
九
を
つ
く
ろ
う
」
記
述
例

１
１

Ｐ
○

は
こ
の
中
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は

ぜ
ん
ぶ
で
何
こ
あ
り
ま
す
か
。

め
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
数
の

も
と
め
方
を
考
え
よ
う
。

①
し
き
②
図

図
・
し
き

図
・
し
き

図
・
し
き

同
同
じ
数
の
ま
と
ま
り

か
け
算
を
つ
か
う

ま
同
じ
数
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
る
と
、
か
け
算
を
つ
か
っ
て

も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
×
２
＝
６

６
×
３
＝
1
8

６
＋
1
8
＝
2
4

答
え
2
4
こ

＜
わ
け
る
＞

・
３
つ
ず
つ
の
ま
と
ま
り

・
６
つ
ず
つ
の
ま
と
ま
り

６
×
４
＝
2
4

答
え
2
4
こ

５
×
６
＝
3
0

２
×
３
＝
６

3
0
－
６
＝
2
4

答
え
2
4
こ

＜
う
つ
す
＞

・
６
つ
ず
つ
の
ま
と
ま
り

＜
ぜ
ん
体
か
ら
な
い
と
こ
ろ
の
数
を
ひ
く
＞

・
５
つ
ず
つ
の
ま
と
ま
り

・
２
つ
ず
つ
の
ま
と
ま
り

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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チ
ャ
レ
ン
ジ
も
ん
だ
い

は
こ
の
中
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
数
の
も
と
め
方
を

せ
つ
め
い
し
ま
し
ょ
う
。

１
１

Ｐ
○

図
・し
き

図
・し
き

図
・し
き

７
×
３
＝
2
1

４
×
２
＝
８

2
1
＋
８
＝
2
9

答
え
2
9
こ

４
×
５
＝
2
0

３
×
３
＝
９

2
0
＋
９
＝
2
9

答
え
2
9
こ

５
×
７
＝
3
5

２
×
３
＝
６

3
5
－
６
＝
2
9

答
え
2
9
こ

＜
わ
け
る
＞

・
７
つ
ず
つ
の
ま
と
ま
り

・
４
つ
ず
つ
の
ま
と
ま
り

＜
わ
け
る
＞

・
４
つ
ず
つ
の
ま
と
ま
り

・
３
つ
ず
つ
の
ま
と
ま
り

＜
ぜ
ん
体
か
ら
な
い
と
こ
ろ
の
数
を
ひ
く
＞

・
５
つ
ず
つ
の
ま
と
ま
り

・
２
つ
ず
つ
の
ま
と
ま
り

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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４
年
「
変
わ
り
方
調
べ
」
記
述
例

1
1

Ｐ
○

短
い
は
り
だ
け
の
時
計
が
あ
り
、
ア
の
時
計
の
う
ら
は

イ
の
時
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
の
時
計
ば
ん
を
２
時
に
し
ま
す
。

イ
の
時
計
ば
ん
は
何
時
で
し
ょ
う
か
。

ふ
し
ぎ
な
時
計
の
表
（
ア
）
と
う
ら
（
イ
）
の
両
面
に
か
か
れ
て
い
る

は
り
が
さ
す
時
こ
く
に
は
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
か
調
べ
よ
う
。

め
あ
て

表 式ア
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
（
時
）

イ
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
（
時
）

１
２

３
４

５
６

７
８

1
2
1
1

1
0

９
８

７
６

５

た
す
と
１
３
に
な
る

ア
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
は
１
ず
つ
ふ
え
る

イ
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
は
１
ず
つ
へ
る

ア
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
＋
イ
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く

＝
１
３

＋
＝
１
３

大
表

式
き
ま
り
を
み
つ
け
る

ま
と
め

表
を
つ
く
っ
た
り
式
を
た
て
た
り
し
て

き
ま
り
を
み
つ
け
る
と
関
係
が
わ
か
る

ア
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
と
イ
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
を

た
す
と
１
３
に
な
る
か
ら

答
え
１
１
時

２
＋
○
＝
1
3
○
＝
1
1

答
え
１
１
時

＜
横
に
み
る
と
＞

＜
た
て
に
み
る
と
＞

①
表
②
式

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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ア
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
が
９
時
の
と
き
に

イ
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
は
何
時
に
な
り
ま
す
か
。

表
や
式
を
使
っ
て
考
え
、
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

表 ア
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
（時
）

イ
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
（時
）

１ 1
2

２ 11

３ 10

４ ９

５ ８

６ ７

７ ６

８ ５

９

ア
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
が
１
ふ
え
る
と
イ
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
は
１
へ
る
か
ら
４
時

答
え

４
時

式

＋
＝
１
３

９
＋
○
＝
１
３

○
＝
１
３
－
９

○
＝
４

ア
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
と
イ
の
時
計
ば
ん
の
時
こ
く
を

た
す
と
１
３
に
な
る

□
は
９
に
な
る
か
ら
式
に
当
て
は
め
る

答
え

４
時

チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題

１
１

Ｐ
○

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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４
年
「
変
わ
り
方
調
べ
」
記
述
例
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ま
わ
り
の
長
さ
が

14
㎝
の
と
き
の
正
三
角
形
の

数
は
何
こ
で
す
か
。
説
明
も
書
き
ま
し
ょ
う
。

答
え

1
2
こ

式 正
三

角
形

の
数

と
ま

わ
り

の
長

さ
の

関
係

は
、

□
＋

２
＝

○
で

あ
ら

わ
す

こ
と

が
で

き
る

か
ら

○
に

１
４
を

当
て

は
め

る
と

□
＋

２
＝

１
４
に

な
る

。
□

＝
１
２

正
三

角
形

の
数

は
１
２
こ

１
１

Ｐ
○

チ
ャ

レ
ン

ジ
問

題

●
１
本

の
ひ

も
を

、
は

さ
み

で
切

り
ま

す
。

切
る

回
数

を
□

回
、
ひ

も
の

数
を

○
本

と
し

ま
す

。
ひ

も
を

1
0
本

作
る

に
は

、
何

回
切

れ
ば

い
い

か
考

え
、

説
明

し
ま

し
ょ

う
。

切
る

回
数

（回
）

ひ
も

の
数

（本
）

１
２ ( 
 )

３ ４

４ ( 
 )

５

□
と

○
の

関
係

を
式

に
表

す
と

□
＋

１
＝

○
に

な
り

ま
す

。
ひ

も
を

1
0
本

作
る

に
は

、
○

に
1
0
を

入
れ

て
計

算
し

ま
す

。
□

＋
１
＝

1
0

□
＝

９
９
回

切
れ

ば
よ

い

本
時

の
問

題
の

続
き

と
し

て
行

う

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く

適
用

問
題

で
は

、
本

時
の

課
題

と
似

た
問

題
を

考
え

、
学

ん
だ

こ
と

を
実

際
に

生
か

す
こ

と
が

大
切

で
す

。
授

業
の

ね
ら

い
が

数
学

的
な

考
え

方
で

多
様

な
考

え
方

を
表

現
す

る
活

動
を

行
っ

た
と

き
に

は
、
適

用
問

題
も

思
考

・表
現

で
き

る
問

題
に

し
ま

す
。

児
童

の
実

態
に

応
じ

、
下

の
よ

う
な

問
題

に
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

。

２
６
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４
年
「
変
わ
り
方
調
べ
」
記
述
例

１
１

Ｐ
○

正
方
形
の
だ
ん
の
数
と
ま
わ
り
の
長
さ
に
は
ど
ん
な
関
係
が

あ
る
か
調
べ
よ
う
。

め
あ
て

表 式

だ
ん
の
数
（
だ
ん
）

ま
わ
り
の
長
さ
（
㎝
）

１
２

３
４

５
６

８
４

12
16

20
24

だ
ん
の
数
が
２
０
こ
の
と
き
を

求
め
る
の
は
た
い
へ
ん

正
方
形
の
数
が
１
こ
ず
つ
ふ
え
る

ま
わ
り
の
長
さ
は
４
㎝
ず
つ
ふ
え
る

×
４
＝

大
表

式
き
ま
り
を
み
つ
け
る

ま
と
め

表
か
ら
き
ま
り
を
み
つ
け
て
し
き
を
た
て
る
と

関
係
が
わ
か
り
や
す
い

だ
ん
の
数
に
４
を
か
け
る
と
ま
わ
り
の
長
さ
に
な
る
か
ら

だ
ん
の
数

×
４
＝
ま
わ
り
の
長
さ

2
0
×
４
＝

＝
8
0

答
え
8
0
㎝

×
４

×
４

×
４

×
４

×
４

×
４

・
・
・
・

＜
横
に
み
る
と
＞

＜
た
て
に
み
る
と
＞

だ
ん
の
数
に
４
を
か
け
る
と
ま
わ
り
の
長
さ
に
な
っ
て
い
る

１
辺
が
１
㎝
の
正
方
形
の
あ
つ
紙
を
、
下
の
図
の
よ
う
に
１
だ
ん
、

２
だ
ん
・
・
・
・
と
な
ら
べ
て
階
だ
ん
の
形
を
作
り
ま
す
。

2
0
だ
ん
の
と
き
の
ま
わ
り
の
長
さ
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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ま
わ
り
の
長
さ
が

60
㎝
の
と
き
、
だ
ん
の
数
は
何
だ
ん

で
す
か
。
説
明
も
書
き
ま
し
ょ
う
。

答
え

1
５
だ
ん

式 だ
ん
の
数
と
ま
わ
り
の
長
さ
の
関
係
は
、

□
×
４
＝
○
で
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら

○
に
6
0
を
当
て
は
め
る
と

□
×
４
＝
6
0
に
な
る
。

□
＝
１
5

だ
ん
の
数
は
１
５
だ
ん

１
１

Ｐ
○

チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題

●
１
だ
ん
の
高
さ
が
2
4
㎝
の
石
だ
ん
が
あ
り
ま
す
。

だ
ん
の
数
を
□
だ
ん
、
下
か
ら
の
高
さ
を
○
㎝
と

し
て
1
7
だ
ん
の
ぼ
っ
た
と
き
の
下
か
ら
の
高
さ
を

求
め
ま
す
。

こ
の
問
題
を
1
7
だ
ん
ま
で
表
を
使
っ
て
考
え
て
い

る
友
達
が
い
ま
す
。
あ
な
た
は
、
こ
の
友
達
に
か

ん
た
ん
な
求
め
方
を
ど
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
か
。

だ
ん
の
数
（だ
ん
）

下
か
ら
の
高
さ
（㎝
）

１
２

３
４

５
６

2
4
4
8
7
2
9
6

1
7
だ
ん
ま
で
ひ
ょ
う
に
か
く
の
は
た
い
へ
ん

ひ
ょ
う
を
た
て
に
み
る
と
2
4
×
□
＝
○
と
な
る

□
に
１
７
を
入
れ
る
と
2
4
×
1
7
=
4
0
8
答
え
4
0
8
㎝

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く

適
用
問
題
で
は
、
本
時
の
課
題
と
似
た
問
題
を
考
え
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に

生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

授
業
の
ね
ら
い
が
数
学
的
な
考
え
方
で
多
様
な
考
え
方
を
表
現
す
る
活
動
を

行
っ
た
と
き
に
は
、
適
用
問
題
も
思
考
・表
現
で
き
る
問
題
に
し
ま
す
。

児
童
の
実
態
に
応
じ
、
下
の
よ
う
な
問
題
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
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５
年

「
図
形
の
角
を
調
べ
よ
う
」
記
述
例

１
１

Ｐ
○

下
の
ア
～
オ
の

二
等
辺
三
角
形
の
角
の

大
き
さ
を
分
度
器
で

は
か
っ
て
調
べ
ま
し
ょ
う
。

表 式

３
つ
の
角
の
大
き
さ
を
た
す
と
１
８
０
°
に
な
る角

O
の
大
き
さ
は
３
０
°
ず
つ
ふ
え
て
い
る

角
Aと
角

Bの
大
き
さ
は
い
つ
も
同
じ

角
O
の
大
き
さ
＋
角
A
の
大
き
さ
＋
角
B
の
大
き
さ
＝
１
８
０
°

ま
と
め

二
等
辺
三
角
形
の
２
つ
の
角
の
大
き
さ
は
等
し
く
、
３
つ
の

角
の
大
き
さ
の
和
は
、
１
８
０
°
に
な
っ
て
い
る
。

①
表

②
式

角
O

３
つ
の
角
の

大
き
さ
の
和

角
A

角
B

ア
イ

ウ
エ

オ

３
０
°

６
０
°
９
０
°

１
５
０
°

１
２
０
°

１
８
０
°
１
８
０
°
１
８
０
°
１
８
０
°
１
８
０
°

７
５
°

７
５
°

６
０
°

６
０
°

４
５
°

４
５
°

３
０
°

３
０
°

１
５
°

１
５
°
角

Aと
角

Bの
大
き
さ
は
１
５
°
ず
つ
へ
っ
て
い
る

角
O
と
角
A
と
角
B
の
大
き
さ
の
和
は
い
つ
も
１
８
０
°

キ
ー
ワ
ー
ド
に
線
を
引
き
、
集
団
追
究
を
踏
ま
え
て

自
分
な
り
に
ま
と
め
を
書
く

全
体
で
の
ま
と
め
も
記
述
さ
せ
て
お
く

自
全

二
等
辺
三
角
形
の
３
つ
の
角
の
大
き
さ
に
は
ど
の
よ
う
な

き
ま
り
が
あ
る
か
調
べ
よ
う
。

め
あ
て

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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下
の
二
等
辺
三
角
形
あ
の
角
度
は
何
度
で
し
ょ
う
か
。

な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
説
明
も
書
き
ま
し
ょ
う
。

早
く
終
わ
っ
た
ら
い
の
角
度
も
考
え
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

式
１
８
０
－
７
０
＝
１
１
０

１
１
０
÷
２
＝
５
５

二
等
辺
三
角
形
の
３
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
１
８
０
°

だ
か
ら
ひ
い
て
求
め
る
と
、
残
り
の
二
つ
の
角
の
大
き
さ

の
和
は
１
１
０
°

二
等
辺
三
角
形
の
残
っ
た
２
つ
の
角
の
大
き
さ
は
同
じ
だ

か
ら
２
で
わ
る
と
、
あ
は
５
５
°

答
え

５
５
°

式
１
８
０
－
５
０
＝
１
３
０

１
３
０
÷
２
＝
６
５

１
８
０
－
６
５
＝
１
１
５

二
等
辺
三
角
形
の
３
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
１
８
０
°

だ
か
ら
ひ
い
て
求
め
る
と
、
残
り
の
二
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
１
３
０
°

二
等
辺
三
角
形
の
残
っ
た
２
つ
の
角
の
大
き
さ
は
同
じ
だ
か
ら

２
で
わ
る
と
６
５
°

一
直
線
か
ら
６
５
°
を
ひ
く
と
い
の
角
の
大
き
さ
に
な
り
、
１
１
５
°

答
え

１
１
５
°

ア
７
０
°

あ

５
０
°

い

チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題

イ

１
１ 教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く

Ｐ
○

- 資料45 -



５
年

「
図
形
の
角
を
調
べ
よ
う
」
記
述
例

１
１

Ｐ
○

四
角
形
の
４
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
、

何
度
に
な
り
ま
す
か
。

め
あ
て

四
角
形
の
４
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
の
求
め
方
を

考
え
よ
う
。

①
図

②
式

図
・
式

図
・
式

図
・
式

１
８
０
×
２
＝
３
６
０

答
え
３
６
０
°

四
角
形
A
B
C
D
を
対
角
線
A
C
で
三
角
形

２
つ
に
分
け
る
。

三
角
形
の
３
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は

１
８
０
°
だ
か
ら
１
８
０
×
２
で
３
６
０
°
。

１
８
０
×
４
－
３
６
０
＝
７
２
０
－
３
６
０

＝
３
６
０ 答
え
３
６
０
°

四
角
形
A
B
C
D
を
対
角
線
A
C
と
対
角
線
B
D
で

三
角
形
４
つ
に
分
け
る
。

三
角
形
の
３
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は

１
８
０
°
だ
か
ら
１
８
０
×
４
で
７
２
０
°
。

角
E
は
一
回
転
で
３
６
０
°
。
四
角
形
の
４
つ
の

角
で
は
な
い
か
ら
７
２
０
°
か
ら
ひ
く
と
３
６
０
°

１
８
０
×
４
－
３
６
０
＝
７
２
０
－
３
６
０

＝
３
６
０

答
え
３
６
０
°

四
角
形
A
B
C
D
を
中
の
点
E
と
そ
れ
ぞ
れ
の
頂

点
を
結
ん
だ
直
線
で
三
角
形
４
つ
に
分
け
る
。

三
角
形
の
３
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は

１
８
０
°
だ
か
ら
１
８
０
×
４
で
７
２
０
°
。

角
E
は
一
回
転
で
３
６
０
°
。
四
角
形
の
４
つ
の

角
で
は
な
い
か
ら
７
２
０
°
か
ら
ひ
く
と
３
６
０
°

ま
と
め

自
全
四
角
形
の
４
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
、
三
角
形
に
分
け
て
考
え
る
と
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
四
角
形
の
４
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
、
３
６
０
°
に
な
っ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
に
線
を
引
き
、
集
団
追
究
を
踏
ま
え
て

自
分
な
り
に
ま
と
め
を
書
く

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く

- 資料46 -



１
８
０
×
３
ー
１
８
０
＝
３
６
０

答
え
３
６
０
°

辺
B
C
上
の
点
か
ら
頂
点
A
と
頂
点
B
を
結
ん
だ
点
で
三
角
形
３
つ

に
分
け
る
。

三
角
形
の
３
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は

１
８
０
°
だ
か
ら
１
８
０
×
３
で
５
４
０
°
。

角
E
は
一
直
線
で
１
８
０
°
。
四
角
形
の
４
つ
の
角
で
は
な
い
か
ら

５
４
０
°
か
ら
ひ
く
と
３
６
０
°

学
習
感
想

●
わ
か
っ
た
こ
と

●
気
が
付
い
た
こ
と

●
次
に
考
え
て
み
た
い
こ
と

●
友
だ
ち
の
考
え
を
聞
い
て
思
っ
た
こ
と

な
ど
を
書
く
。

１
１

た
く
や
さ
ん
は
、
四
角
形
の
４
つ
の
角
の

大
き
さ
の
和
を
右
の
図
の
よ
う
に
分
け
て

求
め
、
５
４
０
°
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

た
く
や
さ
ん
に
ど
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
か
。

四
角
形
A
B
C
D
を
３
つ
の
三
角
形
に
分
け
て
、
三
角
形
の
３

つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
が
１
８
０
°
だ
か
ら
、

１
８
０
×
３
＝
５
４
０

で
も
、
角
E
の
一
直
線
の
部
分
は
四
角
形
の
４
つ
の
角
で

は
な
い
か
ら
、
ひ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

５
４
０
－
１
８
０
＝
３
６
０

四
角
形
の
４
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
３
６
０
°

た
く
や
さ
ん
は
、
四
角
形
の
４
つ
の
角
の

大
き
さ
の
和
を
右
の
図
の
よ
う
に
分
け
て

求
め
ま
し
た
。
た
く
や
さ
ん
の
考
え
を
説
明

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く

Ｐ
○

適
用
問
題
で
は
、
本
時
の
課
題
と
似
た
問
題
を
考
え
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に

生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

授
業
の
ね
ら
い
が
数
学
的
な
考
え
方
で
多
様
な
考
え
方
を
表
現
す
る
活
動
を

行
っ
た
と
き
に
は
、
適
用
問
題
も
思
考
・表
現
で
き
る
問
題
に
し
ま
す
。

児
童
の
実
態
に
応
じ
、
下
の
よ
う
な
問
題
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
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５
年

「
図
形
の
角
を
調
べ
よ
う
」
記
述
例

１
１ Ｐ
○

下
の
よ
う
な
図
形
に
つ
い
て
、
角
の
大
き
さ
の

和
を
く
ふ
う
し
て
調
べ
ま
し
ょ
う
。

め
あ
て

多
角
形
の
角
の
大
き
さ
の
和
の
求
め
方
を

考
え
よ
う
。

①
図

②
式

③
表

図
・
式

図
・
式

＜
た
て
に
み
る
と
＞

五
角
形
を
対
角
線
で
三
角
形
３
つ
に

分
け
る
。

三
角
形
の
３
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は

１
８
０
°
だ
か
ら
１
８
０
×
３
で
５
４
０
°

１
８
０
×
３
＝
５
４
０ 答
え
５
４
０
°

・
辺
の
数
が
1
ふ
え
る
と
、
三
角
形
の
数
も
１
ふ
え
る
。

・
三
角
形
の
数
が
１
ふ
え
る
と
、
角
の
大
き
さ
の
和
は
１
８
０
°
ず
つ
ふ
え
る
。

ま
と
め

自
全
多
角
形
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
、
対
角
線
で
三
角
形
に
分
け
て
考
え
る
と

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
□
角
形
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
、
1
8
0
×
（
□
－
２
）

五
角
形
・
・
・
５
本
の
直
線
で
囲
ま
れ
た
形

六
角
形
・
・
・
６
本
の
直
線
で
囲
ま
れ
た
形

多
角
形
・
・
・
三
角
形
、
四
角
形
、
五
角
形
、
六
角
形
な
ど
の

よ
う
に
直
線
で
囲
ま
れ
た
形

六
角
形
を
対
角
線
で
三
角
形
４
つ
に

分
け
る
。

三
角
形
の
３
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は

１
８
０
°
だ
か
ら
１
８
０
×
４
で
７
２
０
°

三
角
形
の
数

角
の
大
き
さ
の
和

三
角
形

六
角
形

五
角
形

四
角
形

１
４

３
２

１
８
０
°

７
２
０
°

５
４
０
°

３
６
０
°

－
２

－
２

－
２

－
２

＜
横
に
み
る
と
＞

・
三
角
形
の
数
は
、
辺
の
数
よ
り
2
少
な
い
。

・
多
角
形
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
、
三
角
形
の
数
と
１
８
０
を

か
け
る
と
求
め
ら
れ
る
・
・
・
１
８
０
×
（
□
－
２
）

１
８
０
×
４
＝
７
２
０ 答
え
７
２
０
°

キ
ー
ワ
ー
ド
に
線
を
引
き
、
集
団
追
究
を
踏
ま
え
て

自
分
な
り
に
ま
と
め
を
書
く

○
五
角
形
の
と
き

１
８
０
×
（
５
－
２
）
＝
５
４
０

○
六
角
形
の
と
き

１
８
０
×
（
６
－
２
）
＝
７
２
０

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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七
角
形
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
何
度
に
な
り
ま
す
か
。

表
や
式
を
使
っ
て
求
め
て
、
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

１
８
０
×
（７
－
２
）＝
1
8
0
×
５

＝
９
０
０

答
え
９
０
０
°

学
習
感
想

●
わ
か
っ
た
こ
と

●
気
が
付
い
た
こ
と

●
次
に
考
え
て
み
た
い
こ
と

●
友
だ
ち
の
考
え
を
聞
い
て
思
っ
た
こ
と

な
ど
を
書
く
。

三
角
形
の
数

角
の
大
き
さ
の
和

三
角
形
四
角
形
五
角
形
六
角
形
七
角
形
八
角
形

１
２

３
４

５
６

１
８
０
°
３
６
０
°
５
４
０
°
７
２
０
°
９
０
０
°１
０
８
０
°

＜
七
角
形
＞

角
の
大
き
さ
の
和
は
１
８
０
°
ず
つ
ふ
え
る
か
ら

７
２
０
＋
１
８
０
＝
９
０
０

□
角
形
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
、
18
0
×
（□
－
２
）で

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

表 式

＜
八
角
形
＞

八
角
形
の
角
の
大
き
さ
の
和
を
友
達
が
、

1
8
0
×
（８
－
２
）＝
1
0
8
0

の
式
で
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
友
達
の
考
え
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

対
角
線
で
三
角
形
に
分
け
る
と
三
角
形
の

数
は
□
角
形
で
は
、
（□
－
２
）こ
に
な
る
。

こ
の
場
合
は
、
八
角
形
だ
か
ら
□
＝
８
。

三
角
形
の
３
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
１
８
０
°

だ
か
ら
、
1
8
0
×
（８
－
２
）＝
1
0
8
0

１
１ 教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く

Ｐ
○

適
用
問
題
で
は
、
本
時
の
課
題
と
似
た
問
題
を
考
え
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に

生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

授
業
の
ね
ら
い
が
数
学
的
な
考
え
方
で
多
様
な
考
え
方
を
表
現
す
る
活
動
を

行
っ
た
と
き
に
は
、
適
用
問
題
も
思
考
・表
現
で
き
る
問
題
に
し
ま
す
。

児
童
の
実
態
に
応
じ
、
下
の
よ
う
な
問
題
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
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６
年
「
比
例
を
く
わ
し
く
調
べ
よ
う
」
記
述
例
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６
年
「
比
例
を
く
わ
し
く
調
べ
よ
う
」
記
述
例

１
１

Ｐ
○

画
用
紙
１
０
枚
の
重
さ
を
は
か
っ
た
ら
、
７
３
ｇ
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
３
０
０
枚
を
用
意
す
る
方
法
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

め
あ
て

比
例
の
関
係
を
使
っ
て
、
画
用
紙
の
枚
数
か
ら
重
さ
を

求
め
る
方
法
を
考
え
て
説
明
し
よ
う
。

①
表

②
式

枚
数
x
（
枚
）

重
さ
y
（
ｇ
）

１
０

７
３
□

３
０
０

□

自
キ
ー
ワ
ー
ド
に
線
を
引
き
、
集
団
追
究
を
踏
ま
え
て

自
分
な
り
に
ま
と
め
を
書
く

全
画
用
紙
の
重
さ
は
枚
数
に
比
例
す
る
こ
と
を
使
う
と
、
画
用
紙
を

全
部
数
え
な
く
て
も
、
お
よ
そ
の
枚
数
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

画
用
紙
の
重
さ
は
枚
数
に
比
例
す
る
か
ら

x
の
値
が
1
/
1
0
倍
に
な
る
と
、
ｙ
の
値
も
1
/
1
0
倍

に
な
る
７
３
÷
１
０
＝
７
．
３

３
０
０
枚
用
意
す
る
に
は
X
は
３
０
０
倍
。

x
の
値
が
３
０
０
倍
に
な
る
と
、
ｙ
の
値
も
３
０
０
倍

に
な
る
か
ら
７
.３
×
３
０
０
＝
２
１
９
０

答
え
２
１
９
０
ｇ

表
・
式

枚
数
x
（
枚
）

枚
数
x
（
枚
）

重
さ
y
（
ｇ
）

重
さ
y
（
ｇ
）

１

表
・
式

３
0
0

□

３
０
０

1
０

１
0

□
７
３

7
3

１
０１
倍

１ １
０
倍 ３
０
０
倍

３
０
０
倍

表
・
式

３
０
０
÷
１
０
＝
３
０

画
用
紙
の
重
さ
は
枚
数
に
比
例
す
る
か
ら

x
の
値
が
3
0
倍
に
な
る
と
、
ｙ
の
値
も
3
0
倍

に
な
る
７
３
×
３
０
＝
２
１
９
０

答
え
２
１
９
０
ｇ

３
０
倍

３
０
倍

画
用
紙
の
重
さ
は
枚
数
に
比
例
す
る
か
ら

ｙ
÷
x
＝
決
ま
っ
た
数
に
な
る

７
３
÷
１
０
＝
７
．
３

ｙ
＝
７
．
３
×
ｘ
だ
か
ら
、
ｘ
＝
３
０
０
で
計
算

す
る
と
７
．
３
×
３
０
０
＝
２
１
９
０

答
え
２
１
９
０
ｇ

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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１
１

Ｐ
○

同
じ
種
類
の
く
ぎ
２
０
本
の
重
さ
を
は
か
っ
た
ら
３
２
ｇ
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
く
ぎ
を
5
0
0
本
用
意
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
考
え
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題

重
さ

y
（ｇ
）

本
数

x
（本
）

１

32
□

□
32

□
□50
0

3
2

5
00

2
0

50
0

学
習
感
想

●
わ
か
っ
た
こ
と

●
気
が
付
い
た
こ
と

●
次
に
考
え
て
み
た
い
こ
と

●
友
だ
ち
の
考
え
を
聞
い
て
思
っ
た
こ
と

な
ど
を
書
く
。

表
・式 本
数

x
（本
）

重
さ

y（
ｇ
）

20２
０

２
０

１

１ １

倍 倍

５
０
０
倍

５
０
０
倍

く
ぎ
の
重
さ
は
本
数
に
比
例
す
る
か
ら

xの
値
が
1
/2
0倍
に
な
る
と
、
ｙ
の
値
も
1/
2
0倍

に
な
る
３
２
÷
２
０
＝
１
．
６

５
０
０
本
用
意
す
る
に
は
ｘ
は
５
０
０
倍
。

xの
値
が
５
０
０
倍
に
な
る
と
、
ｙ
の
値
も
５
０
０
倍

に
な
る
か
ら
１
.６
×
５
０
０
＝
８
０
０

答
え
８
０
０
ｇ

表
・式 本
数

x
（本
）

重
さ

y
（ｇ
）

20

５
０
０
÷
２
０
＝
２
５

く
ぎ
の
重
さ
は
本
数
に
比
例
す
る
か
ら

x
の
値
が
2
5倍
に
な
る
と
、
ｙ
の
値
も
25
倍

に
な
る
32
×
25
＝
80
０

答
え
80
０
ｇ２
５
倍

２
５
倍

表
・式

く
ぎ
の
重
さ
は
本
数
に
比
例
す
る
か
ら

ｙ
÷
x
＝
決
ま
っ
た
数
に
な
る

3
2
÷
2
0
＝
1
．
6

ｙ
＝
1
．
6
×
ｘ
だ
か
ら
、
ｘ
＝
5
0
0
で

計
算
す
る
と
1
．
6
×
５
０
０
＝
８
０
０

答
え
８
０
０
ｇ

教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を

書
く
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６
年
「
比
例
を
く
わ
し
く
調
べ
よ
う
」
記
述
例
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